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  ギタリストインタビュー〜小川倫生

  


  アイリッシュミュージックの造詣が深く美しいオリジナル曲とギターの音色で人気の高いギタリスト、小川倫生さんに自身のルーツやギターのこと、ニューアルバムなどについて話していただきました。

  (バックナンバーvol.3より2012年5月11日栃木県鹿沼市 カフェ・Panama)
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  ■中学生の頃にウィンダムヒルの音楽に出会いました

  

  ーギターを始めたのはいつ頃なんでしょうか。

  

  小川：まず、幼稚園の頃にクラシックピアノを習い始めました。音楽は好きでしたがピアノは自分の意思ではなく、習わされていました。親は僕が音楽が好きなのをわかっていたのでピアノを始めさせたのですが、本人はピアノは嫌いでしたね(笑)。ピアノを聴くのは好きでしたが、バイエルを演奏するのは苦痛だったんです。小学校5年生まで続けましたが、結局好きにはなれませんでした。ドミソの和音とかがダメだったんです。子供ながらその中に7thとか9thを足したりしてましたから。聴いていたロックやジャズにはドミソの和音は絶対になく、子供の頃から求めていた音楽はかっこいいものだったんです。それをクラシックピアノに感じることができなかった。ピアノの発表会も断り続けてましたね。

  その後は音楽は聴くだけのものになりましたが、中学生の頃にウィリアム・アッカーマンやマイケル・ヘッジスらのウィンダムダムヒルの音楽を聴いた時に、これは面白いかもしれないと思いました。これらの中にはクラシックにはない7thや9thが複雑に入り込んでいて、格好よく聴こえました。最初はピアノよりギターの方が簡単じゃないかと思って、実はそんなことはないのですが、お年玉でギターを買って来ました。家に帰ってなんとなく弾いてみたら曲になってるような感じで、これならピアノよりいけるんじゃないかと思いましたね。この頃はマイケル・ヘッジスの楽譜などはなかったので、耳でコピーを始めました。マイケル・ヘッジスを見たことはなかったですが、この頃テレビの深夜番組11PMでエアリアル・バンダリーズを生演奏したらしくそれを見た友だちからマイケル・ヘッジスは一人で弾いていることを聞いていました。チューニングはわからなかったですが、低音が明らかにEより低いし普通ではないことを感じてはいました。それでオープンチューニングに魅力も感じ始めました。自分でカスタマイズするというのがよかったですね。ピアノはチューニングを変えようがないですが、ギターでは自分で変えることができる。他にもピックアップつけて低音ブーストしたり、いろいろいじれることにも魅力を感じました。

  20才くらいまでずっと一人で弾いてましたが、この頃南澤大介さんの『ギタリスツ』と言う同好会があって、会報を出してたんです。1年に4回くらいでしたかね。この中にはマニアックなことが書いてありました。マイケル・ヘッジスのことや、アレックス・デ・グラッシやピーター・フィンガー、プレストン・リードらのライブレビューがあり、どんな機材を使っていたかなどです。まだインターネットが無い時代でしたから、貴重な情報源でしたね。そこからいろいろな交流ができて、1997年に「アコースティックギター・ソロ」というオムニバスアルバムを浜田隆史さん[*1]らと作りました。 これがデビューへのきっかけです。 翌1998年に「太陽と羅針盤」を作成しましたが、それまでも自分の曲をカセットテープに録音、編集したりして、アルバムのようなものは作っていました。 プライベートレーベル「Greenwind Records」は高校生の時に設立しています。自分で作った曲をカセットに録音して1年に1本くらい作ってました。それを浜田隆史さんらとのオムニバスアルバムに外に出すようになり、近所の楽器屋さんとかに卸してました。趣味の域は脱してないですけどね。浜田さんとアルバムを作った時に浜田さんは僕の曲を聴いて、「これはカセットじゃなくてCDにして出さないとダメだよ」といいました。売れるとは思わなかったんですが、浜田さんに励まされて、浜田さんも自分でCDを作成してるので、プレスやレコーディングのノウハウを教えてもらいました。当時は近所でプレス屋なんかないのでその存在すら知らず、大手レコードメーカーからじゃないとCDなんて出せないと思ってましたね。とりあえず記念でもいいから一枚作ってみよう思って完成したのが「太陽と羅針盤」です。今と同じですが、完全自主制作ですね。 このアルバムが中川イサトさんの紹介やマーチンクラブの紹介などで予想外に売れました。これが売れてなかったらプロとして活動してなかったでしょうね。最初は若気のいたりのつもりで作って、売れなかったら友だちに配ればいいかなと思ってましたので。自分のCDが一枚あるのもいいかなと。売れてなかったら家の仕事を続けてたでしょうね。 これが売れたおかげてピーター・フィンガーのレーベルのオムニバスアルバムに参加しました。その後、最初の1000枚が完売したこともあり、セカンドを発売して、ギタリストとして生活していけるのかな、自分の音楽が必要とされているのかな、ということを感じてきました。

  

  ■マイケル・ヘッジス、ブリティッシュフォークをよく聴いていました

  

  ー当時は中川イサトさん、岡崎倫典さん、小松原俊さん、打田十紀夫さんあたりしかフィンガーピッキング、ソロギターの人は有名ではありませんでした。次の世代の台頭が無いなと感じてた頃に、小川さんと岸部眞明さん[*2]のアルバムが発売され、ようやく出てきたな、というように感じました。

  

  小川：この頃日本のフィンガーピッキングの状況というのは僕は全く把握してませんでした。洋楽しか聴いたことなく、イサトさんの曲すら聴いてなかったです。 最初はどこにCDを置いてもらえばいいかもわかりませんでした。プー横丁さんからはCDを買ってたこともあってここはいいかなと思いましたが、後は楽器店とディスクユニオンくらいでしたね。自分で連絡をして置いてもらって、半年に一回くらい状況を聞いて、という感じでした。

  当時はこういうことやってるのも自分くらいかと思ってました。イサトさんなら長くプロのギタリストをしているのでメジャーレーベルとかと思っていたら自分と同じように販売してることを聞き、驚きました。僕はちょっとずれてるのかもしれませんね(笑)。でもこのずれ具合をイサトさんは気に入ってくれました。

  うちの家系はミュージシャンなどは全くいなかったので、ミュージシャンがどうやって生きていくのか全然わからなかった。ファーストアルバムを出したのも多分すごく遠回りしたと思います。

  今の若い人たちにはフィンガーピッキングデイのようなコンテストはあるし、CDのプレスの方法もわかっていて、行動が早いですよね。コンテストで優勝した人はプロのお墨付き、といったように現在20代後半から30代前半くらいの人たちが多く活躍してますが、それほど年齢は離れていなくてもすごく世代の差を感じます。

  

  ーそうですね。小川さんの後から出てきたギタリストは少しフィンガーピッキングの環境が違うように思えます。

  

  小川：同じ時期にファーストアルバムを出したAKIさん[*3]とか僕なんかはもっとのどかでマイペースだった気がします。今はテクニックの追求とかYoutubeのアクセス数を意識したりとか、押尾コータローさんがメジャーデビュー(2002年)したあたりから、そういう傾向が出てきている気がします。今は20代の人はもちろんですが、10代でもいいギタリストがたくさん出てきています。僕らが10代の頃はこういったジャンルが確立していなかったです。今はYoutubeでじっくり見ることができるし情報が入りやすいですね。僕らは逆にわからないことにわくわくすることもありました。ファーストアルバムを出した時もインターネットはまだ普及してなかったので、チラシを配ったりはがきを書いたり地道に宣伝してました。最初はカセットのMTRで録音もしていました。「太陽と羅針盤」の前の「雪夢」はカセットMTRでした。これは1996年ですね。録音歴は古いと思います。日本の動きを見てなかったからかえって早く動けたかもしれないですね。海外のインディーズをよく見ていて、自分で録音することが普通な状況でした。

  先日一緒にライブをした西村歩さん[*4]にキャリア長いですね、といわれたんですが、年齢は3,4才しか変わらないんです。よく岸部さんやAKIさんと同じくらいの年齢と思われます。(実際は岸部さんとは10才差です。。)ライブに初めてきた人にはよく「思ってたより若いんですね」といわれます。あと「太陽と羅針盤」を出した98年頃は20代でアルバムを出していたのは僕くらいしかいなかった。今年齢が同じ30代後半くらいなのは伊藤賢一くんと天満俊秀くんくらいですね。一番層が薄い世代です(笑)。僕らが学生の頃はバンドブームでアコースティックは流行ってなかった。長渕剛くらいですね。マイケル・ヘッジスにしても僕は中学生の頃から聴いてましたが、タイムリーに聴いてたのは僕らの上の世代でしょう。僕らより下の世代はクラプトンのアンプラグドなどでソロギターを知って、イサトさんやマイケル・ヘッジスにたどり着くようです。だからヘッジスが亡くなった後じゃないですかね(ヘッジスは1997年12月2日没)。今の10代の人はヘッジスをリアルタイムでは経験してない。僕もライブは見にいってなくて、ヘッジスの最後の来日は高校生の頃で平日でした。すごく高かったような気がします(笑)。次でいいかなと思ったけどフィンガースタイルが下火になって結局こなかった。すごく残念ですね。

  僕は10年くらいヘッジスを体験していて、次のアルバムをわくわくしながら待っていたんです。

  

  ーギターを始めた時、いきなりマイケル・ヘッジスだったのですか？

  

  小川：歌ものもやってはいましたね。ニール・ヤング、リチャード・トンプソン、バート・ヤンシュとかのブリティッシュフォークなどです。歌も好きだったのでイギリスのトラディショナルもやってました。ブリティッシュフォークもギターはオープンチューニングとか凝ってます。ロックも聴いていて、ソニック・ユースのサーストン・ムーアはエレキギターですが変則チューニングだったので、ここからもヒントを得ていました。ジャズ系のラルフ・タウナー、ジョン・アバークロンビー聴いてましたね。

  

  ー日本の音楽はないですか？

  

  小川：ないですねぇ(笑)。子供の頃、親が聴いてたギターの曲でいいなと思ったのがサンタナだったというように、親も日本の音楽を聴いていなかった。あえていえば、はっぴいえんど、くるりなどを聴いてました。売れてるメインストリートの音楽は聴いてなかったです。今は邦楽も聴きますけどね。

  あとジョン・フェイヒィが好きでよく聞いてました。今はずいぶん高くなってしまってますが、ディスクユニオンで当時は中古LPが安く売ってましたので。この頃はギターマガジンでもこういった音楽は載ってなかったのですが、打田十紀夫さんが書いてるコーナーがありました。そこにジョン・フェイヒィのことも書いてあったりして、何度も読み返しましたね。打田さんのTABにはお世話になりましたね。

  

  ー打田さんも小川さんはビデオとかたくさん買ってくれたといってましたね。

  

  小川：そうなんです(笑)。ビデオだけでなく、昔のギターマガジンのバックナンバーでブリティッシュフォークのことが書いてある記事をコピーで送ってくれませんか、と頼むと送ってくれました。電話すると打田さん出ましたし(笑)。その頃はただのマニアな客でしたが、その後一緒に演奏するようになってから当時のことを話したら覚えてましたね。すごくマニアックな質問もしてましたので覚えてたんでしょう。打田さんには貢献したと思います(笑)。TABさん、プー横丁さん、ディスクユニオン、あと新宿にアコースティックフリークという通販のCD屋さんがあったんですが、そこでも古いフィンガーピッキングのCDとかよく買ってました。 ウィンダムヒルのレコードには中川イサトさんの解説が書いてあって、マイケル・ヘッジスがブルース・コバーンやジョン・マーチンの影響を受けていたと書いてありました。それを見て、ブルース・コバーンを聴いたりしました。ただ、当時は中川イサトさんをギタリストとして知らなくて、音楽評論家だと思ってました(笑)。中学、高校生くらいの頃ですね。

  

  ■オキャロランの決定版があったので今まで躊躇していました

  

  ー6月10日にニューアルバム「Si Bheag, Si Mhor」(シーベグ・シーモア)」が発売されますね。

  

  小川：はい。アルバムタイトルは300年くらい前のハープ奏者である、ターロック・オキャロラン[*5]の代表曲の一つのタイトルです。曲はオキャロランのカヴァーですが、4曲オリジナル、1曲アイリッシュトラディショナルがはいっています。

  

  ーオキャロランの曲は元々はハープの曲ですか。

  

  小川：はい。オキャロランはハープ奏者で、アイルランド中を馬で放浪しながら、曲を作っていたようです。230曲くらいあります。日本ではあまり知られてないと思いますが、アイルランドでは国民的な作曲家で、お札の肖像にもなっています。アイリッシュハープはアイルランドの代表的な楽器でもあります。元々トラディショナルが好きだったので、このオリジナルを演奏するバンドを組んでたこともありましたし、昔からオキャロランのカヴァーを出したいと思ってたんです。

  

  ー今回のアルバムではギターを4本使用しているということですが、どのようなギターを使用したのでしょうか。

  

  小川：メインはローデンO-23Cです。シダートップ、ウォルナットサイド、バックでこのモデルはあまり市場に出回っていないと思います。最初に買ったローデンで、95年製くらいです。今回のレコーディングでは使ってないですが、ローデンはO-12も持っています。スプルーストップにマホガニーサイド、バックで、主にこちらをライブで使っています。ローデンのローズウッドはちょっと音が重い気がして、マホガニー系の方が好みです。ウォルナットもマホガニーの音に近いですね。トップがスプルースの方がピックアップのノリがよくてハウリングが少ないので、O-12をライブでは使用しています。この他に使用したのが1989年製のマーチンOO-18、ヤマハの12弦、モーリスF-12という70年代くらいのギター。このモーリスは中に製作者の名前が記載してあります。友人の同じモデルのギターには別の製作者の名前が記載されてました。同じモデル名でも形が若干違いましたね。量産のようですが、手工品に近かったのではないでしょうか。大きさはOOと同じくらいです。

  

  ーライブでは複数のギターを使うことはありますか？

  

  小川：1本が多いですが先日ヤマハの12弦と2本使用しました。ソロギターで12弦使う人は少ないと思います。ラルフ・タウナーやレオ・コッケとか、好きなアーティストが使っています。

  

  ー今までアルバムで12弦を使ったことはありますか？

  

  小川：初めてです。音は好きですがチューニングが面倒くさいです(笑)。あと握力も使うので、12弦で弾いた後、次の曲を弾くのが大変になってしまいます。チューニングを下げてテンション落としたりしないと辛いですね。外人は握力があるので気にならないかもしれませんが。指や爪も痛めやすいですのでピックで弾くのにむいてるのでしょう。フィンガーで弾くのは特殊でしょうね。

  

  ー今回はどのような曲で使ったのでしょう。

  

  小川：アルバムの8、9曲目になる、「The Clergy's Lamentation～ExtentionⅠ」「Lord Galway's Lamentation～ExtentionⅡ」で使用しました。「Lamentation」は日本語でいうと「悲歌」で、重いムードの曲です。特殊なチューニングで、6弦をAまで落としてます。DADGADというチューニングがありますよね。それの6弦を落として、AADGADにしています。6弦と5弦がオクターブになっていて、そこをずっとドローンで鳴らしてコードとメロディをいれています。

  

  ーこのチューニングは今回考えたのですか？

  

  小川：そうです。初めて使いました。この曲のために作ったチューニングです。今回は4つのチューニングを使っています。DADGADがメインで、12弦のAADGAD、他にEBDF#AD、DADF#BDを使いました。アイリッシュはDADGADが多いのですが、そこからの派生ですね。

  

  ー今回のアルバムではどのようにギターを使い分けたのでしょう？

  

  小川：曲の個性に合わせたというところでしょうか。素朴な音が欲しい時はマーチンにしたりとかありますが、直感的なものです。

  

  ーテンポが速い曲はこのギターとか？

  

  小川：そういう訳ではないですね。同じ曲を違うギターで弾き比べて決めました。理屈ではなく直感ですね。アイルランドの曲だからローデン、という訳でもなく、マーチンでも合うこともあります。12弦で録音した曲も最初は6弦でチューニングもDADGADでアレンジしたのですが、12弦で弾いたらどうなるかな、と思って試したら良かったんです。もともとAの曲だしもっと低音がほしいと思ったので、6弦もAとしました。6弦は開放で鳴らしっぱなしです。

  今までのアルバムもそうですが、曲とギターとの実験ですね。同じチューニングで、曲がたまったから発表します、というのは興味がないんです。そこに実験的なものを取り上げないとモチベーションがあがらない。試行錯誤して、今までにない響きを出してみたいんです。それがチューニングであったり、ギターのチョイスであったり、曲の構成であったりと。チューニングも既成のものだけでなく、自分でも作ります。最初にチューニングができて、そのムードから曲ができたり、この曲にはこのチューニングのムードが合うとかあります。チューニングは作曲の面ではすごく重要ですね。音楽理論的にも重要だし、オープンチューニグは開放の時のムード感は大事ですね。スタンダートチューニングからは得られないハーモニクスや開放の音の兼ね合いで触発されることがあります。逆に落とし穴があって、オープンチューニングに頼ってしまう場合があります。チューニングに頼ると曲奏がおろそかになってしまいがちなので、気をつけています。スタンダードチューニングは開放では曲にならずいろいろコードを考えますが、オープンDとかでは開放でDの音が出るので、ちょっとメロディ足せば一応曲になる。そういう厚みのない曲になってしまうことがあります。オープンチューニングでなまけるというのが一番嫌いなので、自分で使ってはいますが、そこからもっと深みを出していきます。 普通のチューニングはコードの位置とか頭に入ってますが、オープンチューニングだと全部バラバラになります。そこからチューニングに生かした運指や曲奏を考える。自分で考えたチューニングだとなおさらですが、他の人には出せない響きがあり、オリジナリティにつながります。一つ自分にとっていいチューニングを発見するとうれしいですね。他の曲にも対応できたりすると普遍性ができてきて、自分のサウンドが開拓できたなというのがあります。

  今回使っているチューニングの一つEBDF#ADは前作の「PROMINENCE」のタイトル曲の「PROMINENCE」「レンズと太陽」から使っていて、それがアイリッシュに対応できたというのは面白かったです。これを3曲使ってますね。DADF#BDも面白いです。D6ということになりますが、一時期中川イサトさんがよく使っていました。僕はアイリッシュに合ったので使ってましたが、後からイサトさんが使っているのを知りました。

  

  ー今までオキャロランのカヴァーをしたことはなかったんですか？

  

  小川：トラディショナルならアルバムの中に一曲入れたり、オリジナルの中に1フレーズ忍ばせたりしてます。「Si Bheag, Si Mhor」はオキャロランの代表曲のようなもので、ピエール・ベンスーザン[*6]がカヴァーしてます。オキャロランの曲は他にもジョン・レンボーンやダック・ベイカーらもカヴァーしていて、最初にとりあげたのはディヴィ・グレアムだと思います。ブリティッシュ・フォークの人たちですね。ハープの曲ですが、彼らによってギターにあうということが示されました。オキャロランの楽譜というのはメロディしかなく、伴奏は書いてません。このためギターでは自由にコードをつけられます。オキャロランも当時、どんな伴奏をつけてもいいと認めていました。素材としてはとても魅力的ですね。

  

  ーアレンジするギタリストによって全く違う曲になりそうですね。

  

  小川：そうですね。ベンスーザンが弾くのとダック・ベイカーが弾くのでは全然違いますし。面白いですね。

  

  ー私はオキャロランという名前を初めて知ったのですが、曲はどこかで聴いていたのでしょうね。

  

  小川：そうでしょうね。ステファン・グロスマンの教則ビデオでもオキャロランはとても多いです。エル・マクミーンもあります。ただ、僕の中では彼らのアレンジがオキャロランの決定版のようになっているので、そこから自分なりに新しくするのはとても難しかったんです。日本人として、21世紀として、ロックや現代音楽などいろいろな音楽を聴いてきた上で、オキャロランを解釈したらどうなるか、というのを考えてみました。

  若い頃に出そうと思ってたのですが、決定版があったのでずっと躊躇してました。自分がアーティストとして確立していなかったし、今出してしまうとベンスーザンらのコピーになりそうでした。なのでずっと待って、やっと自分のオキャロランが弾けるのではないかと思い、自分の音楽の蓄積を反映させてみました。

  

  ■他のギターを弾いても結局ローデンに戻ってくる

  

  ー現在のメインギターであるローデンを選んだのはどういったところからでしょう。ギターそのものなのか、ベンスーザンが使用していたからなのか。

  小川：ベンスーザンの影響もありますが、まず音を気に入りました。当時はラリビーも候補でしたね。

  

  ーマーチン、ギブソンなどは検討しなかったんですか？

  

  小川：なかったですね。好きなギタリストのベンスーザンやリチャード・トンプソンがローデン使っており、形、デザインも気に入りました。

  ーマイケル・ヘッジスはマーチンD-28を使用してましたが気にならなかったですか？

  

  小川：ヘッジスはレコーディングではマーチンを使ってなかったことを知ってたので。アーヴィン・ソモジやデュボーグというギターでレコーディングしているとライナーで読みました。マーチンはライブ用ということです。マーチンも好きですが、当時は選択肢になかったですね。そして最初に買ったローデンが自分にとても合ってました。他のギターを弾いても結局ローデンに戻ってくる。自分の音楽に合ってるんですね。

  

  ーアイリッシュ系では人気がありますね。

  

  小川：そうですね。日本ではあまりメインで使われてないようですが。僕はすっかりローデンのイメージですね。エンドースしてないですが(笑)。「太陽と羅針盤」を聴いてローデンを買ったという人がかなりいます。ホームページにこの音を出したいんです、という問い合わせがたくさんきました。あと、ジェームス・オルソンのギターもジェームス・テイラーが使っていたので興味がありました。ただ高かったですね。ローデンは20万円ちょっとくらいでしたがオルソンは70万円くらいはした。手が出なかったですね。 いくつかギターは使ってますが、他の人たちも僕にはローデンが似合うといわれます。たまにローデン以外のギターでライブをすると怒られます(笑)。「太陽と羅針盤」だけでローデンのイメージは植え付けられたようで、あのイントロはローデンじゃないとでない、といわれます。

  ローデンが自分の音楽にあってるんでしょうね。日本のハンドメイドもいい音ですがどうも自分の音楽には合わない気がします。今でも楽器店で高いギターを試奏して、いい音だなとは思っても買うまでにはいたらないし、あまり高いギターを買おうとは思わない。ギターは道具だと思っているのでインレイががっちり入っていたり、コレクターのにおいがするのはあまり好きじゃないですね。

  

  ■いい曲がないといい演奏ができない

  

  ーご自身の活動としては、作曲、レコーディングが中心ですか？

  

  小川：ライブと半々くらいですね。まずいい曲がないといい演奏ができない。フィンガーピッキングのギタリストは自分で作曲しますよね。そうするとクラシックなどに比べると作品が弱いと感じる場合が多いです。クラシックには名曲がたくさんあります。曲の構成がいいと表現も豊かになります。貧弱な曲だと自分の演奏の良さがだせない。技術があっても曲が弱いギタリストは損してると思いますよ。自分でいい曲を作って、いい演奏をするという意識は強いです。普遍的にいい曲を作りたいですね。今だけの、テクニックだけの曲ではなく、何年たっても通用するような曲を作りたい。オキャロランはいい曲がたくさんあり、全ての曲がいいという訳ではないですが、いい曲はいろいろな人に演奏されています。自分の曲でも10年前に作った曲を今でも弾けているというのは、よかったんじゃないかと思います。いい曲であれば演奏してまず楽しいですし。自分は元々ギタリストというよりは作曲家、コンポーザーだと思っています。いろいろと実験してみたいんですね。古典の完成された曲もいいですが、自分で曲を作っていろいろな実験をして、楽しみながら演奏する。

  いわゆるフィンガーピッキングのギタリストはまず、ギタリストという意識が強いと思います。作曲に力が入らず、テクニックに力を入れたり奏法が派手になったりと。しっかりとした曲を作るには時間が必要で、ライブの時間を抑えることになってしまいます。

  

  ーレコーディングはどのように行っているのでしょうか。

  

  小川：自宅がスタジオになっています。ファーストアルバムからずっと自宅で録音してますね。何度か他のスタジオで録音したりエンジニアに依頼したこともありますが、どうしても納得した音が録れなかった。多分、どんなに優れたエンジニアでも僕のローデンの特性を知るまでに時間がかかると思います。自分であればどこがスウィートスポットか、どこにマイクを立てればよいかなどをわかっているので、そういう時間を省くことができる。ギターによって録音のポイントは変わってくるし、同じローデンでも変わってきます。録音する場所のどこがいいかなども理解しています。

  高校生から録音してきた積み重ねで、随分回り道をしましたがノウハウをわかっているんです。それらをエンジニアにわかってもらうことは不可能なので、一番いい音で録るのは、自分でやった方がよくなってしまいますが、録音は好きなので苦になりません。納得した音は自分にしかできないのでしょう。

  

  ー他のギタリストは録音は別のスタジオなどで録っている場合が多いのではないでしょうか。

  

  小川：みんな納得してるんですかね。それとも割り切ってるのかわからないですが。僕は録音マニアなところがあるので(笑)。子供の頃から録音が好きで、MTRをよくいじってました。録音は発表するためだけの記録ではなく、録音芸術というのが好きなんです。ビートルズのジョン・マーチンの仕事や、ビーチボーイズのブライアン・ウィルソンの仕事とかを見ると、録音でしか表せない音楽というのを感じます。ライブでは出せない、録音でしか表せない音楽もあるんです。ライブと録音は別物で、録音の芸術として独立した物として考えてます。ただ10曲できたからスタジオで録音して発表します、というのは好きじゃないんです。もっとコンセプトを練りたいんです。このアルバムはどんなサウンドで録りたいのか、エフェクタはどれを使うのか、とか考えます。

  

  ーギタリストであり、作曲家であり、エンジニアでもあるんですね。

  

  小川：そうですね。全部自分でやりたいんですね。

  

  ー普通のギタリストはライブでのシステムは把握していて、どういうようにエフェクターを設定したりとかは問題ないと思いますが、録音となるとそうはいかないんと思いますが。

  

  小川：そうですね。システムが全く異なってきます。マイク録りが基本ですし。他のギタリストはライブでもエフェクターをどういう意識で使ってるんでしょう。やむを得ず使ってる人も多いんじゃないでしょうか。もちろん好きな人はいるでしょうが。

  

  ー他のギタリストのエンジニアとしてのプロデュースもよさそうですね。

  

  小川：今までに何枚かプロデュースをしています。ソロギターだと、野沢享司さん[*7]のアルバム「FENDER BENDER」を手がけました。半分は歌ものでイサトさんが手がけ、半分のインストは僕がやってます。

  

  ー「FENDER BENDER」は小川さんが「太陽と羅針盤」出したすぐ後くらいですよね。(1999年発売)

  

  小川：まずイサトさんが東京で録音していたんですが、途中で資金が底をついたんです。そこでイサトさんが僕がエンジニアをしていることを知っていたので、紹介してくれました。当時野沢さんは整骨院をしていたのですが、その整骨院の室内やベッドの上とかにマイクを置いたりして録音しました。天井は高かったしいい音でしたよ。イサトさんは僕がエンジニアリングが得意だと思って、「太陽と羅針盤」の録音についていろいろと聞いてきました。どういう風に、どのような機材を使って録音したのかと。イサトさんはギタリストでここまでこだわる人は他にいないよ、と言ってくれました。

  この他にもソロだけでなく、アイリッシュ系のバンドなど、いろいろな音楽のプロデュースを今でも手がけてます。いろんなアーティストのアルバムを聴いて、もっとこういう風に録音した方がいいんじゃないかとか、僕は音質フェチなので職業的に聴いてしまいますね。

  

  ■トータルとして音楽家ですね

  

  ー小川さんの本質はギタリスト、作曲家、エンジニアなどのどれになるんでしょうね。

  

  小川：トータルとして音楽家ですね。ギタリストと名乗ってますが、これらがどれ一つ欠けてもだめです。これら全てを使って自分が思ったもの、感じたものを外にだす、ということです。たまたまギターが自分に合ってましたが、表現方法はピアノでもバイオリンでもいいんです。ギターが自分にとって最適だったということです。ただ、ピアノもいいんですが、ギターのように直接弦にさわりたい、というのはあります。ピアノは鍵盤、ハンマーがあって叩くもので、自分からは距離があります。ギターは弦を直接指で弾いて、細かい色合いをつけることがいいんです。それがギターを選ぶ一つの要素でしたね。

  ピアノは誰が弾いてもある程度はいい音を出せますが、ギターはいい音を出すのが難しい。きちんとしたいい音出すギタリストは少ないと思います。もちろんピアノもうまい人が弾けば素晴らしい音色になります。ギターは細かいトーンがあり、それを限りなく細かい表現で弾きたい。自分にとってギターが一番よかったんですね。

  そして、いい音で録音する。CDを聴く時はいいオーディオで聴いてほしいです。今はパソコンで聴く人も多く、オーディオを持っていない人も多い。CDはポテンシャルが高いのに、パソコンで変換してしまうと本来の音がでない。それに昔のレコードは最初から通して聴いてたと思いますが、今は曲を飛ばしながら聴く人も多い。これもよくないと思います。曲順もこだわっていて、一枚のアルバムで組曲と考えています。腰を据えて聴いてほしいですね。CDはジャケットも含めて、一つの世界だと思います。1曲1曲はパーツなので、バラで聴いてほしくない。それは自分で表現する芸術とは違うなと思います。

  ただCDという媒体がなくなりつつあるので、これからどうしようというのもあります。今はメジャーのCD売り上げが下がってきてるので僕らのCDも売れなくなってきてます。今後はいわゆるヒット曲はダウンロードで済ませてしまい、CDを使わなくなるんじゃないでしょうか。僕らのような自主制作やインディーズがCDの文化を支えていく気がします。名前が知られないとダウンロードだけでは売れると思えないし、CDならジャケ買いもあると思います。

  

  ーLPだった時代はジャケットが大きいので購入するための大事な要素だったと思います。CDでもその流れはあると思いますが、ダウンロードでは曲だけで、ちょっと不安な感じはします。

  

  小川：やはりジャケットは大事で、アルバムを聴きながらジャケットを眺め、いろいろと想像する。ジャケットも含め、一つの総合芸術だと思ってます。

  

  ー6月以降のライブ予定はありますか？

  

  小川：6月は関西ツアーがあります。

  

  ー最近の活動ですが、他のギタリストとのジョイントライブも多いですね。

  

  小川：今まで他のギタリストの方と連絡とったり一緒にライブしたりというのはそれほどしてなかったんですが、Facebookなど始めてからいろいろな人と連絡をとるようになりました。そこで一緒にライブする話もでてきます。あとFacebookは宣伝ツールとしても役に立ってます。今まで東京でライブやる時は集客が大変でしたが、Facebookで告知するとそれを見てライブにくるという人も増えました。

  

  ーライブは全国で行っているのでしょうか。

  

  小川：そうですね。大阪、名古屋、東京とか主要都市でありますが、広く動いてます。ただ作曲は家で集中しないとできないので、ライブの時間は多くとれてないですかね。それほど数は多くないと思います。

  

  ー最後に伝えておきたいことはありますか？

  

  小川：ライブにきてほしいですね。CDは大事ですが、CDだけでは伝わらないものがある。僕の演奏はCDとライブでは印象が違うみたいで。CDではやさしく演奏するイメージがあるようですが、ライブでは意外とアグレッシブといわれます。

  

  ー先日のライブでは歌も歌ってましたね。

  

  小川：そうですね。今までもたまに歌っていました。CDにはないですけどね。ライブではよく驚かれます(笑)。

  

  ー驚きましたね。また歌がうまいのにも驚きました(笑)。CDで発売してもいいような歌と伴奏もテクニカルでしたね。

  

  小川：元々は歌っていたので自分としては自然なんですが、ファーストの「太陽と羅針盤」が全曲インストだったので、ギタリストのイメージが定着しました。歌のアルバムも出したいですけどね。ただ自分で歌詞を書くことができない。いい詞があれば、それをもとに作曲したいですね。

  ただマイケル・ヘッジスは歌もののアルバムを出してますが、酷評されています。歌もいいのですがインストのイメージが定着しているせいでしょう。ベンスーザンの新しいアルバムも歌中心なんですが、やはり評価が低い。どうしてもギターの演奏をファンは求めてしまうでしょう。こういうのを見てると歌ものは売れるのかな、とか思ってしまいます。僕もインストのイメージが強いでしょうからね。今後はわからないですが、普通の弾き語りで歌うのもなんですから、僕のインストの延長線上で歌をやってみたいですね。インストの人が余興で歌やってる、というようにしたくないです。

  

  ー今後のアルバムもいろいろ期待できそうですね。本日はありがとうございました。

  

  (2012年5月11日栃木県鹿沼市 カフェ・Panamaより)

  


  


  小川倫生　http://ogawa-michio.com/

  

  1974年生まれ

  5才からクラシックピアノを始め、中学二年生でギターを始める。

  高校1年生の6月にカセットレーベル「Greenwind Records」を設立。

  1998年にファーストアルバム「太陽と羅針盤」を発表。

  以降、4枚のアルバムを発表、6月10日に最新作「Si Bheag,Si Mhor」がリリースされる。

  

  バイオグラフィの詳細はこちら→http://ogawa-michio.com/bio/

  ディスコグラフィはこちら→http://ogawa-michio.com/disco/

  


  


  

  

  *1：浜田隆史　http://www.geocities.jp/otarunay/

  　北海道を中心に活動するギタリスト。力強いラグタイムギターが魅力。

  

  *2：岸部眞明　http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  　関西を中心に全国で活躍するギタリスト。1995年ファーストアルバム「TRUTH」をリリース。2003年にはウォルナッ トバレー・フェスティバルのフィンガーピッキング・コンテストで2位となる。

  

  *3：AKI　http://www.hayamamoonstudio.com/akihome.htm

  　ギタリスト。テクニカルで個性的な奏法で箏とのユニット "AKI&KUNIKO"としても活躍。ミュージックレーベル "HarvestMoonRecord"主宰

  　

  *4：西村歩　http://www.ayumusic.com/

  　ギタリスト。フィンガーピッキングデイ2008最優秀賞含め4部門受賞。全国でライブ活動を行い美しいメロディ、音色で人気が高い

  

  *5：ターロック・オキャロラン　1670〜1738

  　アイルランドのハープ奏者、作曲家。「シーベグ・シーモア」は代表曲の一つ。

  

  *6：ピエール・ベンスーザン　http://www.pierrebensusan.com/

  　フランスのギタリスト。アイリッシュ音楽に精通し、DADGADチューニングを世界中に広めた。

  

  *7：野沢享司

  　1970年代フォークブーム全盛期にシンガーソングライターとして活躍。1999年発表の「FENDER BENDER」ではインスト曲を披露した。



  ギタリストインタビュー〜伊藤賢一

  


  

  クラシックギターとアコースティックギターを使い分け美しいサウンドを奏でる伊藤賢一さんにギターの音や演奏への様々なこだわりを聞いてきました。

  (バックナンバーvol.14より2012年10月22日東京)

  


  [image: ]

  

  ■特にポール・サイモンの「アンジー」に憧れて、一生懸命練習しましたね

  

  ーギターを始めたきっかけはどのようなことからでしょうか。

  

  伊藤賢一(以下、伊藤)：物心ついた頃には父親が家でよくギターを抱えて自作の歌を歌っていたんです（父はプロではありませんが、今でも歌を作っています）。そこで初めてギターを意識しました。音楽自体にはっきり興味を持ったのが小学校に上がったくらい。吹奏楽が盛んな学校で、6年生が運動会で鼓笛隊をやったりする学校でした。小2の時にその鼓笛隊がビートルズの「ヘイ・ジュード」をやってるのを聴いて、「なんていい曲なんだろう！」と感動したのを覚えてます。そこで家にあったビートルズのレコードやカセットテープを聴くようになったのですが、聴いているうちに自分がギターの音が好きだということに何となく気づいてきました。それもエレキではなく、アコースティックギターの音にすごく惹かれていましたね。特にホワイトアルバムのギターの音と演奏がすごくいいなと思い、自分でもやってみたいと思ったのが小4の頃です。その時はうまく弾けませんでしたが、中学2年生の時に近所のお兄さんからキャッツアイのドレッドノートのギターをいただき、それを手にしてからコピーがはかどりました。ビートルズやサイモン＆ガーファンクル、ニール・ヤングなどをコピーしました。特にポール・サイモンの「アンジー」に憧れて、一生懸命練習しましたね。中学卒業の頃にどうにか「アンジー」が弾けるようになって、みんなの前で演奏したら「すごい！」と言われて（笑）、それで相当調子に乗りましたね。「自分はギターがうまいんだ！」と勘違いして、どんどんのめり込んでいきました。中学、高校と剣道をやっていたのですが、高校の頃には竹刀よりも自然とギターを手にすることが多かったです。大きな転機となったのが、高校2年生の時に知り合いからジョン・レンボーンの『鐵面の騎士」というアルバムを借りて聴いた事です。かけた瞬間に「あ、これがやりたい！」って思いました。アルバムの中心にアコースティックギターの音をフューチャーしているものは初めて聴きましたし、何よりレンボーンの音楽自体の力に衝撃を受け、すぐさまコピーを始めました。ジョン・レンボーンの音楽を聴いていると、フォークやブルースの影響もありながら、何よりクラシカルな古い音楽の影響が色濃かったんですよね。そういった古い音楽全般に僕自身もどんどん憧れていきました。そこで自分も一度クラシックというものを学んでみたいと思うようになりました。この頃になると大学に行く気はすっかり無くなっていて（笑）、国際新堀芸術学院という4年制のギターの専門学校に入学しました。鉄弦ギターが弾きたかった自分にとっては遠回りかもしれないですが、今後も長くギターと付き合うのだからと、在学中4年間はほぼクラシックギターしか弾かず、アコースティックギターは家やバンド活動で弾くくらいでした。この学校はアンサンブルを中心に据えたカリキュラムで、在学中は小さいアンサンブルから大編成ギターオーケストラまで、いくつもの団体に所属していました。覚える曲数も多く大変でした。しかしそこでバッハやヴィヴァルディなどの古典に出会えて、譜面を見るだけでなく、実際に演奏する事ができたというのは自分にとってすごく大きかったです。主旋律、低音部、内声の動きも実際に演奏して響きの中で体験するとやはり新鮮でしたね。一人でギターを練習してるだけでは味わえない刺激を受けました。実りある4年間だったと思います。クラシックギターを専門的にやっていたのはこの4年間だけですね。

  当初、専門学校を卒業した後は鉄弦だけで活動しようと思っていました。クラシックギターは封印して、そこで得た知識や技術などを鉄弦に生かしていけばいいと考えていました。でもいざ封印してみると、クラシックギターで得られる「鳴り」の充実感が忘れられないんですよね。その音の出し方はやっぱり忘れたくないと思って、クラシックとアコースティックをとっかえひっかえ弾いて、両方ステージで弾けるようになりたいと思うようになりました。自分にとってどのようなフォームがいいのか、ストラップをつけたり脚を組んでみたりいろいろ試したのですが、結局自分が一番練習した、「足台を使ったクラシックギターのフォームで鉄弦も弾く」というのが一番しっくりきました。フォームを変え、爪の長さを変え、クラシックと鉄弦のちょうどいい落とし所を探しました。そんな感じで、アルバイトしながら３年くらい練習中心の生活をしていましたね。 そしてモリダイラ楽器主催のフィンガーピッキング・ギター・コンテストが始まり、第1回目に出場する事になりました。「出場者は年輩の人ばかりだろうな」と思っていたのですが、僕より下の世代もたくさん出ていた事にすごく驚きました。全国にはこんなにギター好きな若者がいたんだな～と。彼らの中には独自に演奏活動を始めている人もいて、彼らの紹介で自分もライブハウスで活動するようにもなりました。最初はギャラも無い対バンライブを重ね、そのうちにソロライブを企画するようになり、アルバムを出しツアーを組むようになり、少しずつ活動が広がってきて現在に至ります。

  

  ーギターを始めたばかりの頃、歌がある音楽が多かったようですが歌ったりしていたのでしょうか。

  

  伊藤：歌わなかったですね～。バンド活動というよりも、アコースティックギターだけが好きでした。ギターのパートだけを弾いたり、ロックでもイントロが素敵な曲があるのでそこだけコピーしたりしてました。ギターの音をいつも聴いていましたね。

  

  ー国際新堀芸術学院というのは入学時にはクラシックギターを学んでいなくても大丈夫だったのでしょうか。

  

  伊藤：今はよくわからないですが当時は大らかでした。入学の際に面接と実技試験を行いましたが、ほとんど全員入学したんじゃないかな。とにかく本番が多い学校でしたので、やる気のある者は入学させて実戦で演奏力を叩き込むというやり方でした。本来ならば卒業と同時に専門学校やギター教室の職員になるという流れなのですが、僕は職員にはならずにプー太郎に・・・（笑）。就職して教室の運営に追われると練習時間を保つのも大変ですし、自分の音楽を作り上げる余裕も無くなると思ったんです。

  

  ーというとこの学校はギターの先生を養成しているのでしょうか。

  

  伊藤：そうですね。高学年になると教育実習という形で週に2回くらいギター教室に教えに行ったりして、ギター教師となる道に進んでいきます。もちろん在学中は自分の演奏力を上げる事にも集中しなければいけませんが。卒業してそのまま職員になれば「ギターで食べていく」事になるので、それでもいいかなと思ってました。その頃は「ギターで食べていく」って言葉はかなりの誘惑だった気がします。卒後間近になり進路を決める際に父親に「ここに残ってみようと思う」と相談しました。すると父は「教室の経営を学びたいのであれば残ればいい。ギターをやりたいのであれば一人でやりなさい。」と言ったのです。これは今思うと本当にありがたい言葉でした。親としては「まず就職しなさい」と言われそうなものですけど「ギターをやれ」と言われた、あの一言で自分の気持ちを整理できました。自分はギターがやりたくてこの学校に入ったのだから、ギターをやるためにここを抜けるのだなと。

  

  

  ■隠れている旋律、弾いてないけれど流れている旋律を感じさせる

  

  ー卒業後はどのような活動だったのでしょうか。

  

  伊藤：アルバイトを転々としながらギターの練習をしていました。卒業から3年後の2001年にモリダイラ楽器のフィンガーピッキング・ギター・コンテストに出場して、それをきっかけに演奏活動を始めました。コンテストではチャレンジ賞(3位に相当)をいただいて、自信になりました。

  

  ー当時は作曲もしていたのでしょうか。

  

  伊藤：楽器店でコンテストのチラシを見てから、初めてオリジナル曲を作りました。それまで曲を作った事は無く、フレーズの断片だけがたまっている状態で。それを形にしなければいけないと、コンテストに背中を押された感じです。当時のコンテストは他人の作品を弾いてもOKでしたので、オリジナル1曲と、アンドリュー・ヨークの「サンバースト」を弾きました。この後自分で活動するようになってからは、自然と曲ができるようになっていきましたね。

  

  ー曲を作るのに影響を受けたギタリスト、ミュージシャンなどいたのでしょうか。

  

  伊藤：自分の場合はやはり中心にジョン・レンボーンがいました。彼はソロギターだけでなく、いろいろなアンサンブルもやっていて、どちらかといえばそういった方向に憧れていた気がします。また、彼の音楽をガイドにしてロビン・ウィリアムスンやデヴィッド・マンロウの素晴らしいアルバムに出会い、むしろどんどんギター音楽から遠くなっていく感じで・・・。他のギタリストがどうしているかというのはあまり気にしていませんでした。マイケル・ヘッジスは好きで聴いてましたが、日本で代表的な中川イサトさんや岡崎倫典さんの作品を聴くようになったのは演奏活動を初めてしばらくしてからです。専門学校時代もギター音楽よりバッハやヴィヴァルディ、シベリウスやブルックナーを沢山聴いていました。いろいろなパートの動きがどうなっているのかを知るのが面白かった。なのでギター1本で曲を作るというのはかなり特殊だなという思いが今でもあります。とはいえ、曲を作り始めると自分らしさが自然に出てくるから面白いですね。自分の好きなメロディの伸び方とかコード進行とか和声の使い方とか、自分の好きな世界はハッキリとあるので、それをどうやってギターに置き換えるかということをしています。

  個人的にはオープンチューニングはあまり好きではありません。レギュラーチューニングの良さは、いろいろな調で遊べるところ。豊かな調とデッドな調が混在する、そんなギターの不完全さを感じているのが好きなんですねきっと。うまく使えればどこにでもいけるチューニングだと思います。もちろんオープンチューニングでも達人が扱えば凄い音楽が生まれますが、たまに「チューニングの特徴そのまま」という曲に出会うとがっかりしてしまいます。自分はレギュラーとドロップDしか使いません。その点もクラシックギターの影響かもしれません。

  

  ーソロギターといえばオープンチューニングというイメージもありますが、最近はレギュラーのみというギタリストも増えてきてますね。

  

  伊藤：増えてますよね。レギュラーチューニングだと開放弦の処理をしないと気持ちが悪い響きになる場合も多いですが、逆に自分が考えたもの、構築したものがそのまま出やすい。オープンチューニングでも突き詰めれば全く同じですけど、「オープンな響きのみ」で出来てしまう場合もあります。そういった曲ばかり弾いていると、どんどん演奏力が狭くなっていく。そういう方向は嫌だなと思います。例えば小川倫生さんはオープンチューニングを駆使しますが、消音がすごくマメで、不自然に飽和したような響きを残さないのです。チューニングがどうであれ、まず自分の音楽、自分の考えや構築が最初にある。その順番が崩れないのが凄いなと思いますね。

  また、これは僕自身の戒めですが、ギター1本でやる音楽はついつい音を埋めたがってしまう。オープンチューニングだとそれこそ音を埋めやすい。でも本当に大事なのはそこからどのように不要な音を間引いていくかという作業だと思います。それはオープンだろうとレギュラーだろうと変わらない。ジョン・レンボーンを聴いていてすごいと思うのはまさにそこで、隠れている旋律、弾いてないけれど流れている旋律を感じさせる。物理的には弾けないのですが、それをどう間引いて聴かせるかというところに目が行っているのがすごいと思います。僕自身そういう曲をこれから書いていけたらと思っています。
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  ■大屋さんのギターは本当に面白い。音の出し入れができるというか。すごく演奏しがいがありますね

  

  ー今アルバムは5枚出ていますが、平均すると2年に1枚くらいのペースです。これは結構ハイペースですね。

  

  伊藤：実は2枚目と3枚目の間が4年くらい空いています。その時に左指がマヒする故障をしてしまいました。ライブは続けてましたが、弾けない曲は増えてくるし、新しい曲もなかなか出来なくて相当しんどい時期でしたね。今考えるとこの時故障したことは、先程言ったような「音を効果的に間引く」という事を考えるきっかけになったのかも知れません。それにしても2枚目までは随分パラパラ指が動いてたと思います。逆に3枚目からは指が動かない分しっかり音楽をしていこうと意識しました。楽器も変わりました。2枚目までは中島馨さんのギターをメインにしてましたが、3枚目からは大屋建さんのギターです。大屋ギターとの出会いは自分にとってすごく大きかったですね。最初に所有した大屋ギターは楽器店で見つけまして、今メインで使用している2本目は直接オーダーして作っていただきました。

  

  ー大屋さんのギターはどのようなところが良いでしょうか。

  

  伊藤：まず音程がしっかり合うということが衝撃でした。ギターというのは宿命的に音程が合わないものだと思ってましたから。低音弦のハイフレットはどうしても甘くなるものなんだと。大屋さんのギターはそのストレスが無かったんですよね。素直に音が出てくれて、詰まったところがないのに驚きました。そして音の芯がすごく強いです。きちんと弾かないときちんとした音楽にならないと言うか。逆に言えば「音楽をしようよ」と常に訴えかけてくる楽器なんですよね。その刺激を受けて、自分も応えようと頑張る。自分を引き上げてくれる楽器だと思います。

  

  ーいわゆるクラシックギターの銘器のような話ですね。アコースティックギターではあまり聞かない内容の気がします。

  

  伊藤：そうですね。僕はクラシックギターはハウザー2世（1960年）を使ってますが、ハウザーはまさしくそういう楽器です。大屋さんのギターに会うまでは鉄弦というのは多少アバウトでも楽に鳴るものだと思っていました。大屋さんの楽器を弾いて、ハウザーのような和音の分離感が出るところにも驚きました。鉄弦の場合は豊かな倍音が溶け合うのが気持ちいいとされてる面がありますが、こういう音とは真逆の世界です。なので、ぱっと聴いた感じはとても地味な響きかも知れません。温かみも備えながら、どちらかというと透明な音色なので、色付けは自分でやらないといけない。そこが面白い。大屋さんも僕の弾き方を理解して作ってくださったので、自分にとっては本当にジャストな楽器ですね。

  

  ー大屋さんのギターの材質はなんでしょうか。

  

  伊藤：トップがヨーロピアンスプルース、サイドバックはインディアンローズウッド、ブリッジがハカランダ、指板がエボニー、ネックがマホガニーです。僕のギターはこういう構成ですが、大屋さんはいろいろな材質で作っておられます。

  

  ー大屋さんのギターは全体的にこういった音の作り方なんでしょうか。

  

  伊藤：僕が最初に入手した大屋ギターは初期の頃のギターですが、やはり透明感があって和音の分離が良かった。音程も正確でしたね。クラシックギターの超名器でも、音はものすごく良くても音程が合わないものは多いですよね。やはり音程が合うと見えてくる世界も確かにあって、音がより素直になります。僕のギターは万人に弾きやすい（音の出やすい）楽器ではないですが、僕が弾いた時には素晴らしい音になる。それがいいんですよね。今までいろいろなギターを使ってきましたが、自分にとっては大屋さんのギターがベストマッチだと思います。

  

  ークラシックギターのヘルマン・ハウザー2世はいつ頃から使用しているのでしょうか。

  

  伊藤：2009年からです。それまではアントニオ・マリン・モンテロというクラシックギターを使っていました（現在も愛用してます）。マリンはバッハもポピュラーもいろいろな事に対応できる柔軟な楽器です。マリンで特に不足は感じて無かったのですが、このハウザーを弾いた瞬間に虜になってしまいましたね。大屋ギターとハウザーをメインにするようになってからは、できるだけ生に近い状態でライブをやっていきたいと思うようになりました。ライブハウスでしたらマイクを使いますが、今後は100名以内の小さいホールなど完全に生音でできるところでどんどんやっていきたいと思っています。ソロギター界とは真逆の方向かもしれないですね(笑)。

  でも三好さんのピックアップ(M-ファクトリー)は大好きなんですよ。M-ファクトリーのコンタクト・マイクは楽器の音の特徴をそのまま出してくれる、知る限り唯一のピックアップです。僕はマグネットピックアップの音にどうしても馴染めないので、デュアルシステムは使いません。生であろうとピックアップであろうと、ギターは芯の音を出してなんぼと思います。例えば芯の無い弱いタッチの演奏でもピックアップを使うと音量だけ増幅する事もできてしまう。これが怖い。そうならないためにも、常に自分の耳は鍛えようと思っています。ギターの音というのはどういうものか、表面板を振動させるにはどうすればいいのか、そういったことを突き詰めていきたいです。

  最近思うのですが、「目の前に誰かが一人いて、自分がギターを弾く」それだけの関係の中で喜んでもらえるようになりたい。ライブハウスでマイクやピックアップを使っていても、ホールで沢山のお客様の前で弾いていても、いつでもそこに帰れるようにしたいと思っています。

  専門学校でよく言われたのが「表板を振動させろ」ということです。最初はどういうことかよくわからなかったのですが、ギターというのは弦の振動がサドルからブリッジ、ブリッジから表面板に伝わる構造です。そこでうまい振動を与えてあげれば、楽器自体をドライブできる。勿論どんな振動を与えても音は出ますが、音源に振動を与える右手タッチに内容が無いと、素っ気ないつまらない音になってしまう。そういったことを叩き込まれました。そば鳴りよりも音の遠達性というものを意識するということです。鉄弦の楽器でこういったニュアンスにリアルに応えてくれる楽器は、やはり大屋さんの楽器なんですね。うん、大屋さんのギターは本当に面白い。音の出し入れができるというか。すごく演奏しがいがありますね。

  

  ー最近はそれほどでもないですが、少し前は表板を薄くして簡単に音がでやすいギターが多かった気がします。

  

  伊藤：僕の大屋ギターはけっこう厚めだったと思います。どのくらいなのか数値的にはわかりませんが・・・。クラシックギターでも伝統的な作り方からグレッグ・スモールマンが出てきた流れというのは特徴的だったですよね。サイドとバックをがっちり固めて薄い表面板を効果的に振動させるので、タッチした瞬間すごい音量で音が飛んでいく。確かにすごいですけど、自分にとってはちょっと違和感がありました。ハウザーだと自分が何かをこめないと音がでない。これがいいところです。均一に音を出したい訳ではないんですね。音量も音質も、自分ででこぼこをつけたい。これもギターの面白さですから。ギター側で既に均一さが備わっているのは親切ではありますが、自分には必要ないと感じます。

  

  ーアコースティックギターだけを弾いているとその感覚はなかなかわかりにくいかもしれません。クラシックギターを一度弾くとそういったことがわかってきて、その後にアコースティックギターに戻ると、その感覚を生かせるのではないかと思います。

  

  伊藤：最初はクラシックの表板のドライブのさせ方を鉄弦の方に転嫁させてましたが、今は逆に鉄弦の方で得たアルアイレのタッチ感をナイロン弦の方に転嫁したりしています。だんだんと行ったり来たりできるようになってきました（笑）。そうなってくると面白いですね。音の出し方は本当に奥が深いと思います。

  スピーカーから出るダイナミクスとギターから出るダイナミクスはまったく異次元の世界です。それはギタリストは意識していたいですね。スピーカーを使った文化も勿論素晴らしい世界ですが、ギター本体の鳴りはやはり飛び抜けて美しいと思う。

  現在の所謂「ソロギター」の音楽というのは、意外にクラシックの分野が入ってない。クラシックと言っても決して堅いものではなく、いろいろな素晴らしいアイデアに満ちています。「メロディと伴奏を一人で弾く」以上のことをクラシックギターの世界ではやっていたりします。バッハなら三声、四声の曲をギター1本で表現したり。自分はそこまでの力はないですが、面白いと思ったアイデアを取り入れて作曲していきたいと思っています。

  アルバム「Tree of Life」の一曲目に収録した「ソリチュード」はそういったクラシックな感覚を意識した作り方をしていて、対位法的なアプローチで書いてみようと思って作った曲です。一見難しいですが、弾いてみると絶対面白いと思います。弾く度に発見があるタイプの曲です。「メロディと伴奏を一人で弾く」楽しさとはまた違った、こういった面白さも広めていきたいですね。鉄弦でバッハを弾くのも面白いと思います。

  これから曲を作るギタリストにはクラシックもぜひ聴いてほしいですね。曲の構成や音色の使い分け方もきっと参考になります。ギタリスト以外の室内楽を聴くのもいいと思います。音と音との「間」の使い方など、ギターにはできないところもあり、またギターに置き換えて効果的なものもたくさんあります。いろいろな音楽を聴いてインプットするからこそアウトプットできるのだと思います。

  

  ー押尾コータローさんでソロギターを知った世代ではあまり他のジャンルや古い音楽をあまりたどらない気もします。

  

  伊藤：押尾コータローさんでソロギターを知り、影響を受けた人がどんどん増えて、そこからマイケル・ヘッジスにたどり着く人はいると思いますが、その先もいろいろたどって聴くかというとなかなかな無いかも知れませんね。押尾さんがこの世界の大きな窓口になって下さったと思うので、ぜひそこから先達の演奏にもどんどん接してほしい。

  僕はこれからも表面板をドライブさせる、自分のタッチで良い音を出すということにこだわりたい。タッピング系をはじめ様々な奏法が定着し、逆にギター本来の楽しさを知らない愛好家が増えているのはもったいないと思います。地味な世界かもしれませんが、その分密度が濃く、飽きることがない。右手のタッチを磨く、左手のビブラート等の味付けを考える、音と音とがどう繋がるか運指を吟味する。小さい世界かもしれないけれども、そこにこだわれたらものすごく楽しいと思います。

  

  

  ■自分の音楽世界を広めるために、是非ともいろいろな音楽に接してほしいです

  

  ーレッスンをされているようですが、個人レッスンでしょうか。

  

  伊藤：個人レッスンで自宅に来てもらいます。いろいろな方がいて、ギターを習いにくる事自体が楽しいという方もいるし、いろいろな音楽の話で終わってしまうこともあります(笑)。基本的に右手に関しては厳しくやります。

  

  ーどのような内容なんでしょうか。

  

  伊藤：いろいろなパターンがあります。押尾さんの曲が弾きたい、南澤さんのアレンジを弾きたいという方や、最初からクラシックを習いたいという方もいます。基礎練習のやり方はクラシックを踏襲しています。できれば足台を使ってもらい、足台の利点も説明します。足台に左足を乗せるフォームの利点はいろいろありますが、やはり左腕の自由度が増す事が大きいです。ギター演奏においては左腕の運動量ってかなりあるんですよね。右足にギターをのせるアコースティックギター主流のフォームだと左の肘が脇腹に接触している事が多くなり、動きが制限される。でもフォームに関しては個人の感覚も重要ですので、たまにどうしても使いたくない！という人もいます(笑)。でも左腕がつっかえて演奏に困っているとしたら、嫌でも足台に切り替えてもらいます。

  生徒によく言われるのですが、実際に会うまでの僕のイメージは「こわい人」らしいです。全くそんなことはないです（笑）。実際に会うと「本当は面白い人なんですね」と皆さん言ってくれますが。

  

  ー今後の活動予定はどのようなものがありますか。

  

  伊藤：11月後半は小川倫生さんとツアーがあります。22日は大阪の5th-Street、23日は愛知のDenpo-G Studio、24日は製作家大屋建さんの工房です。小川さんとは音楽性は全然違いますが貴重な同年代ギタリスト同士刺激し合ってます。

  今後はライブができるところをどんどん広げていきたいですね。演奏できる場所は増えてきましたが、四国や中国地方はまだまだです。北陸、東北も行きたいし、何かきっかけがあればいろいろなところにどんどん出かけて行きたいと思います。

  あとは生でできる会場を積極的に探していきたいです。23日のDenpo-G Studioや、12月8日にソロライブを行う浜名外科医院内DENホールは完全に生で演奏しています。今年6月のDenpo-G Studioでは、ライン出しの小川さんが前半で、完全生音の僕が後半でやってみたのですが、お客様の反応がとても良かったんですよね。最初にラインの音量に慣れた耳でも、後半に生音演奏が出てくると違うモードの耳で聴こうとしてくれます。このモードのスイッチが切り替わるのがステージからよくわかりました。音量の大小が大事なのではなく、演奏者各自が音作りを含めてどういう世界を構築したいのか、それをお客様と共有できればいいのだと気付かされました。興味深い、貴重な体験でしたね。

  僕自身、大きな会場で人をたくさん集めたいという事は全く考えておらず、小さなところで親密に、できれば生音で演奏できるライブを増やしたいです。「ギター本来の音が聴きたいから生でやって欲しい」という要望が普通に出てくるように今後なっていくといいですね。今の時代とは逆行するような感じですが、こういうギタリストが一人くらいいてもいいかなと思っています。ずっと前から思っていることですが、「あそこにいけばいいギター音楽が聴けるよ」という存在に一歩でも近づきたいです。 アルバムは5枚目が今年出たばかりですが、2年に1枚は出していきたいです。あといろいろなコンサートを積極的に見に行きたいと思っています。必ず刺激を受けますからね。クラシック、ポピュラー問わず、生演奏を聴きたいです。リスナーでもあり、表現者でもありたいと思っています。

  

  ー最後にギターを弾いている方にメッセージをお願いします。

  

  伊藤：ギターの音は様々な楽器の中で最高だと思っています。音源に直に触れる、ギターならではの楽しさを深めていけたら、プロ・アマ問わずきっと一生の友になるはず。そしていろんな音楽を聴いて、ギターの特長や欠点が見えてくると、そこからどんどん世界が広がると思います。ギターの音楽を愛しつつ、自分の音楽世界を広めるために、是非ともいろいろな音楽に接してほしいです。

  そして、皆さんも僕と一緒に表面板を振動させましょう(笑)。

  

  2012年10月22日東京にて

  


  

  伊藤賢一　http://kenichi-ito.com

  

  1975年 　東京都新宿区生まれ

  1994年　ギター専門学校（財）国際新堀芸術学院入学

  1998年　（財）国際新堀芸術学院卒業。以後ソロ活動へ

  2001年　フィンガーピッッキングデイ出場、チャレンジ賞獲得

  2001年　1stアルバム「String Man」発表

  2002年　2ndアルバム「Slow」発表

  2007年　3rdアルバム「海流」発表

  2010年　4thアルバム「かざぐるま」発表

  2012年　5thアルバム「Tree of Life」発表

  

  プロフィールの詳細はこちら→http://kenichi-ito.com/cn7/pg13.html



  伊藤賢一 雑感コラム 　アコースティックはお好き？

  


  スティール弦とナイロン弦のアコースティックギターを使用し、その個性を生かした美しい音楽を奏でる伊藤賢一さんによるコラムがスタートします。演奏だけでなく、ギターそのものに対する造詣も深い伊藤さんのマニアックなお話をお楽しみください。

  


  第十四回　この一枚を聴く（７）

  

  アコースティック・ギター・ワールド読者の皆さんこんにちは！ギタリストの伊藤賢一です。

  今回はパスカル・ボーネット率いるコンソートによるオキャロランの名盤をご紹介します。

  

  ～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

  　今回ご紹介するのは、俗にいう「ジャケ買い」したもののひとつ。

  CDショップでアルバムを手にとった瞬間「くわっ！」と何かを感じた経験は、誰にでもあるはず。そしてハズレを引いた時の虚しさも・・・今回のアルバムはめでたく幸福な結果となった。

  

  　タワーレコード新宿店は古楽のコーナーが充実していて（現在は少し規模を縮小したが）、私もよく入り浸っていた。古楽のアルバムの壁に立つだけで、なんというか空気が良くなったように感じていたものだ。そこでまず何をするかというと、しばらく来ないうちに棚がどうなっているかをチェックするのである。ラ・リューの「レクイエム」が入荷した！とか、一週間前には確かにあったスコット・ロスの「ラモー鍵盤楽器集」（￥8800）が、無い！とか、一喜一憂するわけだ・・・

  

  　もちろん知らない盤を物色するのも楽しい。

  　その日、棚のアルファベット「C」コーナーを見てる時にいきなりオキャロランの肖像が飛び込んできた。「あ、O’CarolanだからCで良いのか・・」とそのまま小脇に抱えてレジへ向かった。こういう望外のインパクトは大事にしないといけない。

  

  　ギタリストであるパスカル・ボーネット率いるコンソートによるオキャロラン音楽集。

  　一曲目「Patrick Kelly」からして凄い疾走感のアンサンブルで、”当たり”を確信した！フィドル、笛、ギターの音が鮮魚のごとく跳びはねる。二曲目「Maurice O’Connor」は一転して小気味よいギター・デュオ。続いての「Bridget Cruse」は幽玄なギター独奏・・・・ううむ素晴らしい。とにかくギターがうますぎる！

  　パスカルはどうやらクラシック・ギターの奏者らしいが、不勉強ゆえそれまでまったく名前をしらなかった。ここまで鮮やかにアイリッシュを弾く人ならば、もっと多くの人に知られてほしいと思う。全編合奏アレンジも彼のペンによるもので、総じて切れ味があり無駄がなく一気に聴かせる力がある。

  

  　ソロギターで頻繁に採り上げられるオキャロランだが、もしおすすめを訊かれたら、まずはこの盤を推す。

  　ここで聴かれる無駄を削ぎ落とした緻密な合奏は、ギター独奏へ編曲する際のイメージをきっと膨らませてくれるだろうと思う。

  

  ※ターロウ・オキャロラン（1670-1738）

  

  アイルランドの国民的作曲家である。

  18歳で天然痘により失明。以後ハープの演奏と作曲に才能を開花させ、50年に渡ってアイルランド各地を旅して音楽を生み出し続けた。現在の全ての音楽愛好家にとってオキャロランは恰好の音楽材料であり、幾多の名演奏、名編曲が生まれている。元々ハープで書かれたそれらの曲は美しい旋律とともに対位法的要素も共存しており、特にギターとの親和性が高いことで知られている。
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  伊藤賢一　http://kenichi-ito.com
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  1975年 　東京都新宿区生まれ 1994年　ギター専門学校（財）国際新堀芸術学院入学

  1998年　（財）国際新堀芸術学院卒業。以後ソロ活動へ

  2001年　フィンガーピッッキングデイ出場、チャレンジ賞獲得

  2001年　1stアルバム「String Man」発表

  2002年　2ndアルバム「Slow」発表

  2007年　3rdアルバム「海流」発表

  2010年　4thアルバム「かざぐるま」発表

  2012年　5thアルバム「Tree of Life」発表

  2013年　ライブアルバム「リラ冷え街から」発表

  2015年  初のギターデュオアルバム『LAST TRAP/小川倫生＆伊藤賢一』をリリース。


  [広告]sign-pole records
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  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  Gibson LG-0 1970〜1972年製

  

  

  [image: ]

  

   　ようやく暑さが和らいだかと思いきや、台風が連続してやってきて全国各地で大変なことになってます。最近思うのですが、温暖化の影響か、子供の頃地理の授業で習った、日本がそうであるとされる温暖湿潤気候はどこかに去ってしまったようです。そのかわりに、突然のスコールや台風、夏の暑さを考えるともうすでに、特に東京は亜熱帯気候なのではないかと思ってしまいます。

  　とにかく台風はいやなもんですね。

  皆さん、備えあれば憂い無しなんで、特にギター、ギターは冠水しやすいところには置かないで下さい！アコースティックギターほど水に弱いものはないでしょうね？

  　そんな話をすると思い出すのがギターケース、マークリーフです。80年代から90年代初頭に見られたアコースティックギター用のケースですが、大きめの三角型で、屈強に出来ていたケースです。中に湿度計を備えていたのも特徴です。見た目は大きく頑強なのですが、このケースはニューオリンズの洪水の際、水に浮いてギターを守ったと言われています。都市伝説的な感じもしますが…

  最近は中古でも滅多に見なくなりました。またどこかで見つけて買取りしたいです。気になる方は画像検索などしてみて下さいね。

  

  

  　さて、今回御紹介するギターですが、何にしましょうか？毎月、とても迷ってしまうんです。お店にギターはたくさん（売るほど）あるのですが、このコラム『一期一会』を売りにしているので、なかなか難しいんですね。

  　そんな中での今日の1本はこちらです。

  　アメリカ買付でデトロイト郊外の小さな個人の楽器屋で見つけた1本です。

  　もっと汚れてましたが、磨いたら綺麗になりました。

  　Gibson LG-0 1970〜72年製です。

  　LG-0は1958年から生産されたスモールサイズのスチューデントモデルです。ブルージーな音色が魅力で、適度なチープさがあり、価格もお求め易いことからヴィンテージ市場では人気のギターです。
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  　本機種は1968年からトップはスプルースの仕様のものが出始めますが、本器はそのスプルーストップですので、音に張りがあります。特にこの70年〜72年にスプルーストップは集中しているような気がします。サイド、バックはマホガニー、ローズウッド指板、ローズウッドブリッジのアジャスタブルサドルです。塗装は艶消しサテンフィニッシュです。ペグはクルーソン3連ですが、ネックバックにMADE IN USAの刻印があり、ネックボリュートもあります。70年代前半はメーカー問わず全体的にヴィンテージ価値があがりつつあります。
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  　細かなキズやウェザーチェック、打ち傷はありますが、年代を考えると綺麗な方なのではと思います。ナット幅は39mmの細ネック仕様です。。弦高はアジャスタブルブリッジですので、ご自分で変える事ができますが、現在は12フレット上で6弦2.7ｍｍ、1弦2.3ｍｍ、で設定しています。

  

  　枯れて乾いたいかにもギブソンサウンドという感じですが、マホガニートップのものと比べるとはっきりした音もでますので、なんとも守備範囲の広いギターとなっており、個人的にも欲しい1本です。
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  付いているチップボードもいかにもという感じで、雰囲気があります。

  これからの秋の夜長にいかがですか？


  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  イベント、ライブ情報


  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇ライブ情報◇◇

  



  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  12/2(金)三重・四日市「久茂」　

  伊藤賢一　ソロ・ギター・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ3,000円

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  12/3(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」　

  伊藤賢一　ソロ・ギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ　den-1833@nike.eonet.ne.jp

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  10/7(金)青森・十和田「キューダスS 」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（1ドリンク付）

  

  10/8(土)宮城・仙台「サテンドール2000 」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（1ドリンク付）

  

  10/9(日)山形・酒田「Blues Hiro」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  OA／ロケット☆ホッパー

  Open18:00 Start18:30

  前売り 2,500円　当日 3,000円 （１ドリンク付き）

  主催：HIRO BLUES CLUB　チケット予約：0234-24-4016（ブルースヒロ）

  

  10/10(月)秋田「LoungeBar Happy-Dream」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18: 00 Start19:00

  料金3,500円（1ドリンク付）

  チケット取扱店：ファンミュージック、Caoca広場(トピコ)

  問合せ：三田村さん（090-1828-6384）

  

  10/15(土)群馬・高崎「青春の詩」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  OA／goh

  Open17:30 Start18:00

  料金3,500円（１ドリンク・おつまみ付き）

  

  10/16(日)新潟・村上「楽屋（がくや）」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open19:00 Start19:30

  前売り 2,500円　当日 3,000円 （１ドリンク付き）

  

  10/18(火)青森・弘前「ASYLUM (アサイラム)」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円 （１ドリンク付き）

  

  10/19(水)青森「BAR MIMOSA（ミモザ）」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円 （１ドリンク付き）

  

  10/21(金)岩手・宮古「カントリーズcafe」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open19:00 Start19:30

  前売り 2,500円　当日 3,000円 （ドリンク別）

  

  10/22(土)岩手・盛岡「アルディラ」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:00 Start19: 00

  料金3,500円 （１ドリンク付き）

  

  10/23(日)岩手・南三陸町「コミュニティカフェcommons」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Start19: 00

  料金2,500円 （１ドリンク付き）

  

  11/3(木)神奈川・上大岡「Blues&Jazz Bar クラークスデイル」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  OA／菅野誠二

  Open17:30　Start18: 00

  料金3,000円 （ドリンク別）

  

  11/9(水)東京・阿佐ヶ谷「Acoustic Live Bar "harness"」　

  打田十紀夫＆浜田隆史 ～Blues, Ragtime & Beyond～

  Open19:00　Start19:30

  料金3,200円 （ドリンク別）

  

  11/18(金)福岡・小倉「フォークビレッジ」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  OA／福松幹夫

  Open18:30　Start19: 00

  料金3,000円 （ドリンク別）

  

  11/19(土)福岡・博多「御縁屋」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open19:00　Start19: 30

  料金3,000円 （ドリンク別）

  

  11/20(日)熊本「Piano BarTwo-Five」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:00　Start19: 00

  料金3,000円 （ドリンク別）

  

  11/22(火)福岡・筑後吉井「蛭町(えびすまち)珈琲店」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:00　Start19: 00

  予約3,000円　当日3,500円 （１ドリンク付き）

  

  11/23(水)長崎「Jimmy's GRACELAND」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:30　Start19: 30

  料金4,000円 （１ドリンク付き）

  お問い合せ：ジミー渡辺さん：090-4995-7989、095-893-8607

  　　　　　　　　山本さん（20時以降）：090-4584-3579

  

  11/24(木)大分「f sound Cafe」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open19:00　Start19: 30

  料金3,000円 （要オーダー）

  

  12/4(日)石川・白山「ポンポロプーF&Pホール」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:00　Start18:30

  予約2,500円　当日3,000円 （ドリンク別）

  ※18歳未満特別料金　前売り 1,500円　当日 2,000円

  

  12/8(木)鹿児島「Live HEAVEN」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  OA／Yoshi's Bossa Nova Duo（岩下よしひろ・今村 心）

  Open19:00　Start19:30

  予約2,500円　当日3,000円 （ドリンク別）

  お問い合せ：SRファクトリー　TEL 099-227-0337

  　　前売りチケット：

  　　　（オンライン：10/8(土)～、一般プレイガイド：10/8(土)～ 随時販売開始）

  　　　●チケットぴあ　TEL 0570-02-9999（P：597-434）

  　　　　　　（山形屋 / ブックスミスミ・オプシア / セブンイレブン）

  　　　●キャパルボPG/ 十字屋CROSS/ T-BONE/ 平川屋楽器店/ Shino/ 鹿児島音協

  　　　　　　　　　その他ポスター掲示店にて

  

  12/10(土)宮崎・高鍋「JAZZ SPOT ドルフィー」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  ゲスト：謡楽舎(天満俊秀＆智恵子)

  Open18:00　Start19: 00

  料金2,500円 （１ドリンク付き）

  

  12/11(日)宮崎「ライブハウス絃（げん）」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  OA／道本晋一

  Open18:30　Start19:00

  予約3,000円　当日3,500円 （１ドリンク付き）

  お問い合せ：ライブハウス絃：0985-88-7706

  　　　　　　　　マスター川野さん携帯：090-7984-3949

  

  12/23(金)広島「HummingBird Cafe」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open18:00　Start18:30

  料金3,000円 （ドリンク別）

  

  12/25(日)三重「music cafe Folks（フォークス）」　

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  新CD『どこかで春が』 発売記念

  Open17:00　Start17:30

  料金3,000円 （ドリンク別）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  10/9(日)奈良「 ビバリーヒルズ 」

  岡崎倫典 with 平井宏（キーボード）　ゲスト：高木麻早

  Open16:00 Start17:00

  前売4,500円　当日5,000円（1ドリンクと1フード別途1,000円）

  お問い合わせ TEL 0742-26-7444

  

  10/15(土)埼玉・越谷「 大野楽器MACS Memphis（メンフィス） 」

  O.A.あり

  Open17:00 Start17:30

  料金3,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 048-986-8686　担当：石田、井澤

  

  10/16(日)茨城・水戸「 ガールトーク 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円（オーダー別）

  お問い合わせ TEL 029-225-0050（19:00〜26:00、月曜日定休）

  info@girltalk.co.jp

  

  10/28(金)京都「 都雅都雅 」

  〜岡崎倫典ソロライブ・2016 Autumn〜

  Open18:00 Start19:00

  前売4,000円　当日4,500円（ドリンクとフード要オーダー）

  お問い合わせ Now West One TEL 075-252-5150

  

  10/30(日)岐阜・新城「 日本料理清月内　ライブステージ弦 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金3,500円（1ドリンク付）終演後懇親会有り：会費：3,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 0536-22-0344

  

  11/26(土)三重・四日市「ガリバー 」

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：竹内いちろ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（オーダー別）

  お問い合わせ 　TEL 059-346-7321

  営業：11:00～14:00、18:00～24:00

  ライブのない日は22:00まで

  定休：月曜、火曜日

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（東京）

  2016年10月01日（土）東京・町田「町田市民ホール」

  開場15:00 開演16:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  サンライズプロモーション東京　0570-00-3337



  2016年10月06日（木）「大阪なんばグランド花月」

  ｢MBSラジオ公開録音イベント『復活！！スッごい！おとなの時間』in なんばグランド花月」

  開場19:10 開演19:30

  前売 2,500円（全席指定）

  チケットよしもとお問合わせ専用ダイヤル 0570-550-100

  http://www.mbs1179.com/info/otona/

  〔レギュラー出演者〕ケンドーコバヤシ／バッファロー吾郎／松本麻衣子アナウンサー

  〔ゲスト〕田村亮（ロンドンブーツ１号２号）／こいで（シャンプーハット）

  　　　　　浅越ゴエ（ザ・プラン９）／川島明（麒麟）／秋山竜次（ロバート）

  〔スペシャルゲスト〕押尾コータロー

  

  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（宮城）

  2016年10月16日（日）宮城・仙台「仙台PIT」

  開場16:00 開演17:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）※ドリンク代別途

  ※未就学児童のご入場はできません。

  キョードー東北　022-217-7788


  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（新潟）

  2016年10月22日（土）新潟「新潟LOTS」

  開場16:30 開演17:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）※ドリンク代別途

  ※未就学児童のご入場はできません。

  FOB新潟　025-229-5000


  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016 "MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（大阪）

  2016年10月29日（土）大阪「森ノ宮ピロティホール」

  開場17:00 開演18:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  キョードーインフォメーション　0570-200-888


  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（大阪）

  2016年10月30日（日）大阪「森ノ宮ピロティホール」

  開場16:00 開演17:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  キョードーインフォメーション　0570-200-888


  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（愛知）

  2016年11月12日（土）愛知「日本特殊陶業市民会館　ビレッジホール」

  開場17:00 開演18:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  サンデーフォークプロモーション　052-320-9100


  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（福岡）

  2016年11月19日（土）福岡　「イムズホール」

  開場16:00 開演17:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）※ドリンク代別途

  ※未就学児童のご入場はできません。

  キョードー西日本　092-714-0159


  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（広島）

  2016年11月20日（日）広島「BLUE LIVE」

  開場16:00 開演17:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）※ドリンク代別途

  ※未就学児童のご入場はできません。

  キャンディープロモーション　082-249-8334


  MY NAME IS KAI Ⅳ 2016"MEETS RETURNS"甲斐よしひろ×押尾コータロー（東京）

  2016年11月26日（土）東京「中野サンプラザ」

  開場17:00 開演18:00

  前売 9,000円　当日 10,000円（全席指定/税込）

  ディスクガレージ　050-5533-0888

  

  2016年12月18日（日）東京・渋谷「Bunkamuraオーチャードホール」

  押尾コータロー クリスマス・スペシャルライブ 2016（東京）

  弦楽四重奏（サウンドプロデュース＆演奏：NAOTO）

  開場17:15　開演18:00

  6,500円（税込/全席指定）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  10/2（日）

  キョードー東京　0570-550-799


  2016年12月23日（金）大阪「サンケイホールブリーゼ」

  押尾コータロー クリスマス・スペシャルライブ 2016（大阪）

  〔ゲスト〕 DEPAPEPE

  開場18:00　開演18:30

  6,500円（税込/全席指定）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  10/1（土）

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888 　　GREENS 06-6882-1224



  2016年12月24日（土）大阪「サンケイホールブリーゼ」

  押尾コータロー クリスマス・スペシャルライブ 2016（大阪）

  〔ゲスト〕 NAOTO

  開場18:00　開演18:30

  6,500円（税込/全席指定）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  10/1（土）

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888 　　GREENS 06-6882-1224



  2016年12月25日（日）大阪「サンケイホールブリーゼ」　

  押尾コータロー クリスマス・スペシャルライブ 2016

  〔ゲスト〕沖仁

  開場18:00　開演18:30

  6,500円（税込/全席指定）

  ※未就学児童のご入場はできません。

  10/1（土）

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888 　　GREENS 06-6882-1224



  2016 ＨＴＢ・朝日 ジルベスターコンサート

  12月31日（土）北海道・札幌「札幌コンサートホール　Kitara 大ホール」

  〔出演〕

  現田茂夫（指揮）/ 寺久保エレナ(ｼﾞｬｽﾞｻｯｸｽ、札幌出身ニューヨーク在住) /

  押尾コータロー(アコースティックギター) / 佐藤しのぶ(ソプラノ)

  札幌交響楽団（管弦楽）

  開場21:00 開演22:00（24:20終演予定）

  〔料金〕S席：7,000円 A席：6,000円 B席：4,000円 （全席指定・消費税込）

  お問い合わせ：ＨＴＢ011-820-5536（平日 午前10時00分～午後6時00分）

  ミュージックギャラリー 011-211-1463

  

  

  ■川畑トモアキ　http://batalog.ojaru.jp

  

  10/14(金)大阪・桃谷「Anie」

  川畑トモアキ　ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,500円＋ドリンク別途

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/index.html

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  10/1(土)愛知・一宮「Denpo-G studio」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ E-mail： info@denpo-g.com

  

  10/2(日)岐阜「ufu Cafe」

  岸部眞明ソロライブ

  Open15:30 Start16:00

  チャージ3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 090-4404-7385

  cafedeufu@yahoo.co.jp

  

  10/6(木)北海道・旭川「アーリータイムズ」

  岸部眞明ソロライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ 　０１６６−２２−２４６１

  

  10/7(金)北海道・富良野「傷つく森の緑」

  岸部眞明ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円

  お問い合わせ　０１６７−２３−１９６９

  

  10/8(土)北海道・札幌「ジャムジカ」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円　(ドリンク別）

  お問い合わせ Tel: 011-612-1900

  

  10/9(日)北海道・芽室「芽室町メムロード」

  岸部眞明ソロライブ

  Open17:00 Start17:30

  前売3,000円　当日3,500円　(1ドリンク付）

  お問い合わせ　e-place代表 鈴木 守　080-5726-2509

  

  10/10(月)北海道・釧路「喫茶えいが館」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円　(1ドリンク付）

  お問い合わせ　喫茶えいが館 　Tel　0154-22-0715

  

  10/15(土)富山・射水「市円徳」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ 090-2830−8007（池内）

  

  10/16(日)石川・白山「Pon Polo Pooh」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ Pon Polo Pooh　TEL　076-214-6236

  

  10/22(土)島根・松江「MG」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円

  お問い合わせ MG　0852-24-2099

  

  10/23(日)岡山・倉敷「音楽館」

  岸部眞明ソロライブ

  Open13:30 Start14:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ 086−434−2723

  

  11/2(水)愛知・名古屋「源」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:50 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ live-gen@musical.to

  

  11/4(金)東京・北千束「Goodstock」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円　（ドリンク別）

  お問い合わせ live@goodstock-tokyo.com

  

  11/5(土)栃木「フレンチレストランPoisson」

  岸部眞明ソロライブ

  Open17:30 Start19:30

  全席自由4,500円（ステーキ ディナー付）

  開演前に食事をしていただきます。

  　　　定員：３０名

  予約・お問い合わせ：０９０－３５９６－３１３９　葭葉（ヨシバ　タダシ）

  　　　　　　　　　　メール　t.ysb-flyf448@ezweb.ne.jp

  　　　　　　　　　　Facebook　https://www.facebook.com/tadashi.yoshiba

  　　　　　　　　　　葭葉　忠史（Tadashi Yoshiba）で検索下さい。

  

  11/18(金)岡山・笠岡「萌」

  岸部眞明ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円

  お問い合わせ カフェ・ド萌　http://cafedemoe.com/index.htm

  

  11/19(土)山口「open space スイングバイ」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売り3,000円　当日3,500円高校生1,500円 中学生以下無料

  主催　Bloom企画　ミヤシタ

  　　　 090-3635-9304 　　　　

  　　 　3814.montbell@ezweb.ne.jp

  　　　定員30名になり次第　受付を終了させていただきます。

  　　　 お早めのご予約お待ちしております。


  11/24(木)福岡・博多「御縁屋」

  岸部眞明・逆瀬川剛史ライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円　(１ドリンク付)

  お問い合わせ 090-3221-9823 　御縁屋

  

  11/25(金)福岡・北九州「B-CLUB」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円(要ワンオーダー)

  お問い合わせ０９３－６０１－９６７３

  

  11/26(土)鹿児島「COZY」

  岸部眞明ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円(１ドリンク付)

  お問い合わせ ロールケーキ工房 パレット　 0993-22-4447

  

  12/14(水)愛知・名古屋「Live Bar U-ree」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円(１ドリンク付)

  お問い合わせ　U-ree　Tel ０５２−４５３−７３３７

  

  12/15(木)神奈川・日吉「Nap」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円(１ドリンク付)

  チケット予約 日吉Ｎａｐにて。

  電話・メールにてご予約受付。

  <お問い合わせ先>

  TEL : 045-561-8872（16：00〜23：00）

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  

  12/16(金)東京・荻窪「ルースター」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(ドリンク別)

  お問い合わせ（03）5347-7369

  

  12/18(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open17:30 Start218:30

  料金3,780円(ドリンク別)

  お問い合わせ048-788-6033

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  11/26(土)広島「ハミングバードカフェ」

  伍々慧ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円 / 当日3,000円（要オーダー）　　

  お問い合わせ ハミングバードカフェ 082-295-7743

  

  11/27(日)福岡・博多「御縁屋」

  伍々慧ソロライブ

  Open16:30 Start17:00

  前売2,800円 / 当日3,300円（要オーダー）　　

  お問い合わせ 御縁屋 092-781-1815

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  10/7(金)京都「モダンタイムス」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（※要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ TEL:075-212-8385 E-mail：info@mtimes.jp

  

  10/8(土)愛知・豊川「刈波」

  小松原俊ソロライブ

  Open17:00 食事17:15 Start18:30

  料金5,000円（ドリンク代は代別途必要）

  ※Dinner Liveとなりますのでお食事の提供がございます

  お問い合わせTEL0533-88-3083

  *食事付きのため予約を宜しくお願いします。

  　 info@plumeria-island.com

  

  10/10(月)広島・尾道「妙宣寺」

  小松原俊ソロライブ

  Open17:30 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ０９０-３１７９-１５７９（妙宣寺　加藤）

  

  10/20(木)広島「オーティス」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,300円　当日3,500円（共に、１ドリンク付）

  お問い合わせTEL 082-249-3885

  　　　　　e-mail：otis.s@nifty.com

  

  10/23(日)長崎「自由飛行館」

  小松原俊ソロライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 095-823-4134

  

  11/2(水)埼玉・南浦和「宮内家」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円（ドリンク代別途必要）

  お問い合わせ Tel:090-5443-7970　fax:048-873-8125

  

  11/11(金)大阪・河内長野「百年邑」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（共にドリンク代別途必要）

  お問い合わせ http://hyakunenmura.com

  

  11/12(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院　DENホール」

  小松原俊ソロライブ

  Open14:30 Start15:00

  料金3,000円

  お問い合わせ e-mail：den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  11/12(日)大阪・吹田「COFFEE HOUSE 5th-street」

  小松原俊ソロライブ

  Open17:30 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円（共に別途ドリンク代￥５００必要）

  お問い合わせ TEL 06-6386-9114

  

  12/3(土)三重・四日市「ガリバー」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（共にドリンク代別途必要）

  お問い合わせ TEL：(059) 346-7321

  　　　　　　　　　　mail:galliver@cty-net.ne.jp

  

  12/4(日)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  小松原俊ソロライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金3,000円

  お問い合わせe-mail：info@denpo-g.com

  　　　　　　　　　　TEL：0721-56-1107

  

  

  ■逆瀬川剛史　http://blog.livedoor.jp/takeshi_sakasegawa/

  

  9/29(木)東京・青山「ニコライバーグマンカフェNOMU」

  逆瀬川剛史 アコースティックギター ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円(1ドリンク付き)

  お問い合わせ サーチ　アンド　キー　092-716-3430

  

  9/30(金)東京・池袋「天狼院書店 東京店」

  逆瀬川剛史 「完全生音」ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円(ワンオーダー制)

  お問い合わせ 03-6914-3618

  

  10/1(土)東京・新宿「ミュージックランドKEY 新宿店 」

  オカピとチャーリーのおちゃべり公開録音&ライブ！

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ Tel:03-3354-2121

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  9/29(木)神奈川・横浜「セ・ラ・ヴィ」

  colorful*～色とりどり音楽日和～

  くまっけJAPAN、田中永美、OKAJI with JUNKO、坂元昭二（出演順）

  Open18:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円　※別途・要飲食

  お問い合わせ 予約は申し込みフォームからお願いします。

  http://www.cest-la-vie.yokohama

  （問）Tel. 045-654-7309　C’est la vie

  

  10/8(土)愛知・名古屋「TOKUZO/トクゾー」

  メロディー・デビュー40周年記念コンサート

  Open18:00 Start19:00

  前売4,500円　当日5,000円　※オーダー別途

  お問い合わせTel. 090-5627-6849　mail ikuo9267@gmail.com　（古荘）

  Tel. 070-5020-7262　mail december@december.co.jp　（ディセンバー）

  

  10/9(日)大阪「ミノヤホール　」

  メロディー・デビュー40周年記念コンサート

  Open17:30 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円　※ドリンク別

  お問い合わせ Tel. 06-6371-8478　（ミノヤホール）

  Tel. 050-5586-9638　mail: info@december.co.jp　（ディセンバー）

  

  10/21(金)宮崎「清流荘」

  坂元昭二ギターソロ・コンサート　

  Open18:30 Start19:00

  料金1,000円　※小中高校生、70歳以上は無料

  お問い合わせ Tel. 090-8223-6209　長瀬

  

  10/23(日)宮崎・都城「都城市総合文化ホール」

  MJ 開館10周年記念フェスタ "音楽の日" 記念コンサート 『これまでも、そして、これからも』　

  【出演者】

  ・服部克久（都城市総合文化ホール終身名誉館長）

  ・坂元昭二（ギタリスト、みやこんじょ大使）

  ・山内達哉（ヴァイオリニスト、みやこんじょ大使）

  ・上之園謙治（ドラマー、都城市在住）

  ・神崎充（ベース、宮崎市在住）　他

  Start15:00

  全席自由500円　※ＭＪチケットクラブ会員限定指定席エリアを設けます

  チケット ： 9/17（土）10：00～ 一斉発売

  １）インターネット予約　https://piagettii.e-get.jp/mj-hall/pt/

  ２）電話　都城市総合文化ホール チケット専用ダイヤル　TEL 0986-23-7190

  ３）窓口で購入　都城市総合文化ホール １階チケットカウンターにて　営業時間9:00〜19:00（水曜休館）

  

  11/4(金)東京・新大久保「スペースDo」

  坂元昭二ギターソロ・コンサート

  「人の心に届いた言葉のない音楽は、どこへ行くのだろう」

  出演 ： 坂元昭二、宅間久善(marimba)、山本恭久(perc)、岩田裕樹(a.g)

  ゲスト ： 立山健彦(元亀山社中)

  Open18:00 Start18:45

  前売4,000円　当日4,500円

  お問い合わせ オフィス・ディセンバー　Tel. 070-5020-7262　mail december@december.co.jp

  

  12/2(金)大阪・高槻「高槻バプテスト教会」

  坂元昭二ギターソロ・コンサート

  ～大きな声で語らなければいけないものなら、音楽である必要はない～

  ゲスト ： 黒木祐子（ピアノ）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ Tel. 080-8341-3479　黒木

  メール　december@december.co.jp　（ディセンバー）

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  10/1(土)東京・水道橋「カフェ・らいん」

  下山亮平 ライブ

  ゲスト：小松原俊

  Open17:00 Start18:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ TEL 03-3262-4675

  

  10/26(水)徳島「寅家」

  下山亮平 ライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ　TEL 088-677-3233

  

  10/27(木)香川・高松「RUFFHOUSE」

  下山亮平 ライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円　早割2,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ 087-835-9550

  

  10/28(金)愛媛・松山「スタジオOWL」

  下山亮平 ライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円 (ドリンク別）

  お問い合わせ　089-941-0036

  メール予約： owl21@mx82.tiki.ne.jp

  

  10/29(土)広島「OTIS !」

  下山亮平 ライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円（drink付）

  お問い合わせ TEL 082-249-3885

  

  10/30(日)山口「スイングバイ」

  下山亮平 ライブ

  Open16:30 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ TEL 090-4101-0196（吉次）

  

  10/31(月)山口・萩「music bar MUSE」

  下山亮平 ライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売2,500円　当日3,000円（1drink オーダー）

  お問い合わせ TEL 0838-26-1777

  

  11/12(土)東京・立川「あちゃ」

  下山亮平 ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円 (+1オーダー)

  お問い合わせ　TEL 0425-26-2278

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  10/1(土)兵庫・甲子園口「Uncle Jam」

  ～ギターで咲かそう笑顔の花！～

  Open16:30 Start17:30

  前売3,000円　当日3,500円（＋２ドリンク・オーダー）

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  10/14(金)京都・木屋町三条「MODERN TIMES」

  住出勝則＋豊田渉平

  ～今宵のおばんざいは、ソロギターと歌！～

  Open18:15 Start19:15

  前売3,500円　当日4,000円（＋１ドリンク・オーダー）

  お問い合わせ 075-212-8385

  メール予約：info@mtimes.jp

  

  10/15(土)長野・飯田「いろは亭」

  ～GOOD COMPANY 2 発売記念＋アルファー・ライヴ！～

  Open17:30 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円（＋１ドリンク・オーダー）

  お問い合わせ 0265-52-0168

  

  10/30(日)兵庫・神戸「VOICE」

  ～GOOD COMPANY 2 発売記念＋アルファー・ライヴ！～

  Open16:00 Start17:00

  前売3,500円　当日4,000円（＋１ドリンク・オーダー）

  お問い合わせ 078-855-8750

  メール予約：info@livebarvoice.com

  

  11/19(土)大阪・吹田「5TH STREET」

  ～Dirty Old Men Folk Duo: 60 Years Old Anniversary～

  DOM：稲垣達雄＋平山國次

  ゲスト：住出勝則、うえむらかをる

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円（要１ドリンク・オーダー）

  お問い合わせ 06-6386-9114

  

  11/25(金)福岡「さいとぴあ多目的ホール」

  ～ギターで一生青春　ライヴ！～

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  大学生以下は、各500円引き

  お問い合わせ 080-8351-3870（ピーエーエス）

  メール：pas@al.main.jp

  

  11/26(土)熊本・宇土「網田レトロ館」

  ～ギターで一生青春　ライヴ！～

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 080-8351-3870（ピーエーエス）

  メール：pas@al.main.jp

  

  12/14(水)愛知・名古屋「Live Bar U-ree」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円(１ドリンク付)

  お問い合わせ　U-ree　Tel ０５２−４５３−７３３７

  

  12/15(木)神奈川・日吉「Nap」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円(１ドリンク付)

  チケット予約 日吉Ｎａｐにて。

  電話・メールにてご予約受付。

  <お問い合わせ先>

  TEL : 045-561-8872（16：00〜23：00）

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  

  12/16(金)東京・荻窪「ルースター」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(ドリンク別)

  お問い合わせ（03）5347-7369

  

  12/18(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  『M2』ライブ！　住出勝則＋岸部眞明

  Open17:30 Start218:30

  料金3,780円(ドリンク別)

  お問い合わせ048-788-6033

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  10/9(日)三重・四日市「すわ公園交流館」

  すわSUNDAYライブ

  十弦夢　見掛英治（ベース）竹内いちろ（ギター）

  Start14:00

  無料

  お問い合わせ　TEL.059-350-8411

  

  10/15(土)三重・四日市「久茂」

  Real Acoustic Guitar LiveＶol.33

  竹内いちろ（ギター）生音ライブ

  Open16:00 Start16:30

  料金2,000円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  10/29(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  野分　山崎のりこ（歌）竹内いちろ（ギター･歌）

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円

  お問い合わせ　http://denpo-g-studio.com/

  

  11/20(日)三重・四日市「SIXTY SIX」

  野分４

  山崎のりこ（歌）竹内いちろ（ギター）

  見掛英治（ベース）奥村優（バイオリン）

  Open13:30 Start14:00

  料金2,000円

  お問い合わせ TEL:０５９-３５２-４９７７

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  10/1(土)滋賀・草津「草津アミカホール」

  田中彬博 with 岸本寿男 〜アミカ ウィークエンドコンサート〜

  Open15:30 Start16:00

  前売1,000円　当日1,500円

  お問い合わせTel 077-561-6100 (草津アートセンター)

  

  10/8(土)京都「ゼスト御池 河原町広場」

  『高瀬川音楽祭 オープニングセレモニー』

  開会式 10:00 演奏 10:30〜予定 (30分程度) 観覧無料

  お問い合わせ　http://takasegawamusic.mond.jp/?m=201609

  

  10/9(日)京都「京都円山公園音楽堂」

  京都文化祭典２０１６ カントリードリーム

  出演　永富研二とテネシー・ファイブ / Charlie McCoy / 三田ひろし / ケイコ・ウォーカー /

  OHIO WINDS(田中彬博＆豊田渉平) / 片山誠史 / 森山公一 / 永井崇 / マット下野とアップタウナーズ /

  　　　ブルーグラス・カーネルズ / ボトムズ・アップ / J・Breeze

  Open11:30 Start12:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせl 075-661-3755 (京都いつでもコール)

  

  10/10(月)京都「INOBUNイオンモール桂川」

  INOBUN × 田中彬博 アコースティックギターライブ

  Start15:00 (40分程度)　観覧無料

  お問い合わせ http://kyotokatsuragawa-aeonmall.com

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda.com

  

  10/9(日)京都「円山音楽堂」

  ２０１６カントリードリーム

  出演：チャーリー・マッコイ、三田ひろし、ケイコ・ウォーカー、ブルーグラスカーネルズ、ボトムズ・アップ、Ohio Winds、マット下野とアップタウナーズ、森山公一、片山誠史、永井崇、豊田渉平

  Open11:30 Start12:00

  前売3,000円　当日3,500円　学生前売1,500円　当日2,000円

  お問い合わせ　http://www.k-country.com/Kennys_Country_Music_Station/kantoridorimu.html

  

  10/14(金)京都「モダンタイムス」

  ～今宵のおばんざいは、ソロギターと歌！～

  住出勝則＋豊田渉平

  Open18:15 Start19:15

  前売3,500円　当日4,000円 （＋１オーダー）

  お問い合わせ 075-212-8385

  

  10/16(日)京都「BAR NEXT」

  豊田渉平ソロライブ

  Open17:30 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円　(どちらも１ドリンク付)

  お問い合わせ 075-254-6161

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2016/10/08（土）

  【北海道釧路市】

  ※下記住所へ移転しております。

  会場：アコースティックカフェ HOBO

  （釧路市中鶴野４番地）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：080-5590-2677

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2016/10/09（日）

  【北海道川上郡標茶町】

  会場：喫茶ぽけっと

  （北海道川上郡標茶町川上2-1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：015-485-2918

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：前売2,500円　当日3,000円（1ドリンク付き）

  

  2016/10/10（月・祝）

  【北海道標津郡】

  会場：サーモン科学館 魚道水槽まえ

  （北海道標津郡標津町 北1条西6丁目1−1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  標津サーモン科学館0153-82-1141、標津町生涯学習センターあすぱる0153-82-9100、標津町図書館0153-82-2074

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：一般 2,500円　中学、高校生 1,000円

  

  2016/10/12（水）

  【東京都】

  会場：K2 studio

  （東京都調布市仙川町1-27-24 K2ビルディングB1F

  アクセス／京王線仙川駅徒歩2分）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：03-5314-9974

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円（1ドリンク別）

  

  2016/10/13（木）

  【群馬県太田市】

  会場：Cafe SCORE

  （太田市内ヶ島町1046-5）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0276-48-5070

  開場／18：00　開演／20：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2016/10/14（金）

  【群馬県】

  会場：Cafe あすなろ

  （群馬県高崎市鞘町７１）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：027-384-2386

  開演／18：30

  料金：2,000円（別途要1ドリンクオーダー）

  

  2016/10/15（土）

  【新潟県】

  会場：ジャズ喫茶スワン

  （新潟県新潟市中央区西堀通4番町819）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：025-223-4349

  開演／19：30

  料金：2,500円（1D付き）

  

  2016/10/16（日）

  【青森県弘前市】

  会場：レストランパプリカ

  （青森県弘前市石渡３丁目４－４１）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0172-35-4450レストランパプリカ、090-2975-1874（中村）

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2016/11/23（水・祝）

  【福岡県福岡市】

  会場：金太郎

  （福岡市中央区赤坂1-11-17 赤坂ウイングアネックス　２階 ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092-716-8886

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（プラス500円ドリンクオーダー）

  

  2016/11/25（金）

  【福岡県小倉市】

  会場：フォークビレッジ

  （福岡県北九州市小倉北区紺屋町11-12）

  ※フォークビレッジさんは移転しました。以前のお店より5分程離れた場所です。

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：093-511-2115

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：前売￥2,500　当日￥2.800（要1Dオーダー）

  

  

  ■西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  

  9/28(水)東京・恵比寿「gallery KOPPA」

  ぷらっとピッキング・ツアー2016 東京編

  出演：西山隆行、エバラ健太

  Open19:30 Start20:00

  料金：2,500円

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  9/29(木)愛知・八事「KORG STUDIO EXTREME」

  ぷらっとピッキング・ツアー2016 名古屋編

  出演：西山隆行、エバラ健太

  Open19:30 Start19:45

  料金：2,500円（蓋付のドリンクは持ち込みOK）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  9/30(金)兵庫・神戸北野「HAPPY LAURA」

  ぷらっとピッキング・ツアー2016 神戸編

  出演：西山隆行、エバラ健太

  Open19:30 Start20:00

  料金：2,500円（蓋付のドリンクは持ち込みOK）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  10/1(土)徳島「寅家」

  ぷらっとピッキング・ツアー2016 徳島編

  出演：西山隆行、エバラ健太

  Open19:00 Start20:00

  前売3,000円、当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  10/2(日)大阪・心斎橋「三木楽器 アコースティックINN」

  ぷらっとピッキング・ツアー2016 大阪編

  出演：西山隆行、エバラ健太

  Open20:00 Start20:30

  料金：2,500円

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  10/20(木)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ」

  古川忠義＆西山隆行 ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金：2,200円

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  10/20(木)神奈川・横浜「Cowboy & Hulagirl」

  ぷらっとピッキング・ツアー2016 横浜編

  出演：西山隆行、エバラ健太

  Open19:00 Start20:00

  料金：2,500円＋オーダー

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  10/21(金)山形・米沢「コワーキングスペース　スタジオ八百萬」

  ぷらっとピッキング・ツアー2016 米沢編

  出演：西山隆行、エバラ健太、武田昌俊

  Open19:00 Start19:30

  料金：2,500円（蓋があるドリンクは持ち込み可能）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  10/23(日)新潟「Capotast」

  西山隆行 ソロライブ in 新潟

  Open18:00 Start18:30

  予約2,500円　当日3,000円（共にオーダー要）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  11/3(木)大分「養徳寺　本堂」

  西山隆行 LIVE Again @養徳寺

  オープニングアクト：きつきんバンド

  Open17:00 Start18:00

  料金1,000円

  お問い合わせ　グループ赤いてぬぐい代表 宮川さん（TEL090-4519-5672）

  

  11/4(金)福岡・小倉「Bar collect」

  西山隆行 Live in Bar collect

  Open18:00 Start19:00

  料金4,000円（飲み物３杯、料理付）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  11/20(日)岩手・盛岡「つながる台所・Tane」

  西山隆行 ソロライブ in 岩手県

  Open14:00 Start14:30

  料金2,500円（コーヒーセット付）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  11/24(木)静岡・浜松「　IGUZIONE cafe」

  毎月２４日は にっしーの日 Live in 静岡県！！

  Open19:00 Start19:15

  投げ銭＋オーダー

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  12/2(金)北海道・札幌「LIVE Surr」

  西山隆行 ソロライブ in 札幌 Vol.1

  Open19:30 Start20:30

  料金：2,500円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  12/4(日)北海道・札幌「Live,& Dining Mellow」

  西山隆行 ソロライブ in 札幌 Vol.2

  Open19:00 Start19:30

  料金：2,500円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  12/21(水)埼玉・南浦和「宮内家」

  西山隆行 ソロライブ in 宮内家 vol.3

  Open19:00 Start20:00

  料金：2,160円＋ドリンクオーダー

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  10/28(金)北海道・札幌「 のや」　

  「兄弟・運河のカモメ」札幌ライブ！

  出演：兄弟（青木 タカオ、あかね）／運河のカモメ（小松崎 健、浜田 隆史）

  Start19:00

  料金2,500円（別途オーダー）予約当日同じ

  お問い合わせ ken@hardtofind.jp

  

  11/9(水)東京・阿佐ヶ谷「Acoustic Live Bar "harness"」　

  打田十紀夫＆浜田隆史 ～Blues, Ragtime & Beyond～

  Open19:00　Start19:30

  料金3,200円 （ドリンク別）

  お問い合わせ　03-6454-6277（お店）

  

  11/10(木)東京・国分寺「クラスタ」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  超ゲスト：覆面シンガー（ギターと歌）

  Open19:00　Start19:30

  料金3,000円 （２ドリンク券つき）

  お問い合わせ tel : 042-326-8184（クラスタ）

  

  11/11(金)東京・両国「フォークロアセンター 」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30　Start19:00

  料金2,000円＋オーダー

  お問い合わせ　tel : 03-3631-8273（フォークロアセンター）

  

  11/12(土)栃木・鹿沼「ア・ラ・ボンヌ・ママン 」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小川 倫生（ギター、歌）

  詳細未定

  

  11/13(日)埼玉・南浦和「宮内家 」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  ゲスト：一 卓嗣（ギター）

  Open19:00　Start19:30

  料金2,160円（要別途オーダー）

  お問い合わせ 048-788-6033（宮内家）

  

  11/14(月)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:50　Start19:30

  料金2,500円

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  11/15(火)大阪・堂山町「Bar THIRD STONE（サードストーン） 」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30　Start19:00

  料金2,500円（要別途オーダー）

  お問い合わせtel :06-6365-7177（サードストーン）

  

  

  ■ぷう吉　http://ameblo.jp/pukichi1310/

  

  10/1(土)東京・阿佐ヶ谷「LAST GUITAR」　

  ぷう吉ラストギターインストアライブ

  Open18:30 Start19:00

  入場料1,500円

  お問い合わせ　TEL : 03-5913-8302

  E-mail : info@lastguitar.com

  

  10/2(日)埼玉・南浦和「宮内家」　

  ぷう吉ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  入場料2,160円（飲食代別途 要オーダー）

  お問い合わせ　tel 090-5443-7970　

  

  10/23(日)神奈川・横浜「カンファーツリー」　

  ぷう吉ソロギターライブ

  Open18:00 Start18:30

  入場料2,000円（飲食代別途、要オーダー）

  お問い合わせ 0452112200

  

  10/30(日)山梨「Sunking Cafe」　

  ぷう吉ソロギターライブ

  Open18:00 Start19:00

  入場料2,000円（1drink付き）

  お問い合わせ 090-6500-0097

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  10/2(日)神奈川・関内「関内ホール前」　

  馬車道 SPL

  1ステージ：15:00　／　2ステージ：16:15

  チケット：無料

  雨天中止

  

  10/8(土)三重・四日市「四日市市市立博物館・プラネタリウム」　

  お月見コンサート

  18:30～20:00

  入場料1,200円

  お問い合わせ http://www.city.yokkaichi.mie.jp/museum/miru/live.html

  

  12/10(土)神奈川・関内「関内ホール 小ホール」　

  松井祐貴 SOLO LIVE

  "Heart-Strings" actIV

  Open15:30 Start16:00

  チケット3,000円 (全席指定席)

  お問い合わせ http://www.kannaihall.jp

  

  12/25(日)兵庫・神戸「綱敷天満宮境内」　

  納め天神奉納ライブ

  Start12:30

  チケット：無料

  雨天決行

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  10/27(木)山形・米沢「LIVE-ARBエントランスバー」

  矢後憲太 × 武田昌俊メガネとロン毛の南東北ツアー 2016

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円(１ドリンク付)

  お問い合わせ　Tel 0238-22-8556

  

  10/28(金)福島「Re-Acoustic」

  矢後憲太 × 武田昌俊メガネとロン毛の南東北ツアー 2016

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円(2ドリンク付)

  お問い合わせ Tel 024-529-6305

  

  10/29(土)福島・喜多方「ライブスペース「結」」

  矢後憲太 × 武田昌俊メガネとロン毛の南東北ツアー 2016

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ Tel 090-4887-6618

  

  10/30(日)山形・川西町「町中交流プラザ サロンdeござーれ　まんまるスタジオ」

  矢後憲太 × 武田昌俊メガネとロン毛の南東北ツアー 2016

  Open15:30 Start16:00

  料金2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ Tel 070-5078-4888

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  9/30(金)長野・諏訪「諏訪湖ホテル六角堂」

  信州ツアー2016〜秋の夜長〜Live@諏訪湖ホテル六角堂

  Open19:00 Start19:30

  入場料4,000円（１ドリンク･おつまみ付）

  ※本金酒造・秋の特別酒「忠英」をお楽しみいただけます。

  定員：40名様…ご予約をお願いいたします。

  主催：諏訪ポピュラー音楽協会

  協力：諏訪湖ホテル・本金酒造・まちづくり諏訪

  <問･予>諏訪ポピュラー音楽協会事務局

  　Tel.0266-52-3267(れすとらん割烹いずみや内 宮坂)

  

  10/7(金)長野・諏訪「@Michaels(アットマイケルズ)」

  信州ツアー2016〜Live諏訪[@Michaels] ／オープニングアクト：aとn（ansR6)

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク付）

  定員：30名様…ご予約をお願いいたします。

  主催：諏訪ポピュラー音楽協会

  協力：＠マイケルズ・本金酒造・まちづくり諏訪

  <問･予>諏訪ポピュラー音楽協会事務局

  　Tel.0266-52-3267(れすとらん割烹いずみや内 宮坂)

  

  10/14(金)山形・鶴岡「食彩あぐり（産直あぐり内）」

  2016秋の庄内ライブツアー〜Live@鶴岡[食彩あぐり]

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク・おつまみ付）

  お問い合わせ　産直あぐり Tel. 0235-57-3300

  

  10/15(土)山形・酒田「BLUES HIRO(ブルースヒロ)」

  2016秋の庄内ライブツアー〜Live@酒田[BLUES HIRO] 〜Opening Act：岡部繁

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円 (１ドリンク付）

  お問い合わせ ブルースヒロ Tel.0234-24-4016

  E-mail: b-hiro13@poem.ocn.ne.jp

  

  10/25(火)広島・安芸太田「きっちんたまがわ」

  中国路ツアー2016〜Live@安芸太田[きっちんたまがわ] オープニングアクト:ピテカンズ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円 (１ドリンク付）

  お問い合わせ きっちんたまがわ温井店 Tel.0826-22-0198

  

  10/26(水)広島・北広島「芸北オークガーデン」

  中国路ツアー2016〜Live@北広島[芸北オークガーデン] ￼￼オープニングアクト:Honeys

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円 (１ドリンク付）／中学生以下無料

  お問い合わせ あこうすてぃっ倶楽部(Acoustic Love)

  小松 090-1180-2091

  

  10/29(土)広島・呉「メンフィス･ギャング･カフェ」

  中国路ツアー2016〜Live@呉[メンフィス･ギャング･カフェ] ￼￼オープニングアクト:足立ゆき子

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円 (1ドリンク別）

  お問い合わせ Tel.090-1333-3193(佐々木)

  

  10/30(日)山口「周南」

  中国路ツアー2016〜Live@山口県周南[ライブハウスGumbo] オープニングアクト:ピテカンズ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円（1ドリンク要）

  お問い合わせ ライブハウスガンボ Tel.0834-31-1051

  

  

  ■わたなべゆう　http://www.watanabeyu.jp

  

  10/2(日)大阪・摂津富田「KUSHITARO」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　　　 ～わたなべゆうソロライブ～

  Open14:00 Start15:00

  料金2,500円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  10/8(土)兵庫・伊丹「Dish＆Bar Cheerz」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　 　

  〜わたなべゆうソロライブ～

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（500円 1ドリンク付）

  お問い合わせ　contact@rokumeisha.com

  

  10/9(日)大阪・桃谷「CAFE アニィー」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　 　

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『Airblanket』～

  14:00〜16::00

  料金3,000円(1ドリンク付き)

  ※団体レッスンとなります。

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  10/9(日)大阪・桃谷「CAFE アニィー」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　 　

  〜わたなべゆうソロライブ～

  Open16:00 Start17:00

  料金2,500円（別途 1ドリンク）

  ※ギターレッスンに参加された方は1ドリンク付き￥2,500とさせていただきます！

  お問い合わせ TEL：06-4305-0772

  

  10/10(月)愛媛・松山「YAH-MAN33」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　 　

  2016 music junction SUGAR VILLAGE vol'23

  Open18:00 Start19:00

  14会場フリーパス 3,000円 (1ドリンク付)

  *1ドリンクチケットは購入店舗で有効

  わたなべゆうはYAH-MAN33にて1st 20：00～、2nd 22：00～ライブ予定です!

  お問い合わせ　シュガービレッジ実行委員

  住所：〒790-0011 愛媛県松山市千舟町2-8-1 三好ビル2階　

  TEL：089－935-8158(19時以降）

  Mail：villagebeans1018@yahoo.co.jp

  

  10/16(日)京都「Moon Talk」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 わたなべゆう×初田悦子ジョイントライブ

  ゲスト：池田安友子(パーカッション) / 上原周平(ベース)

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（別途 1ドリンク）※ワンプレートディナーも1,000円でご用意しております

  お問い合わせ http://www.watanabeyu.jp/form_mailer/contact.html

  

  10/22(土)兵庫・姫路「岡こどもクリ ニック」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　 ～わたなべゆう院内コンサート～

  Open16:00 Start16:30

  大人(高校生以上)　500円

  中学生以下無料

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  10/23(日)兵庫・神河町「STICK」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　

  ～わたなべゆう＆池田安友子ライブ～

  Open17:30 Start18:30

  料金2,000円 (別途お食事&1ドリンク)

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp


  10/29(土)大阪・大正「サレガマ」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　

  ～わたなべゆうBirthday Live～

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円 (別途1ドリンク＆1フードオーダー)

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  11/12(土)大阪・茨木「CAFE なかちよ」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円(別途ご飯代￥1,100)

  お問い合わせ TEL：072-624-1980（CAFE なかちよ）

  

  11/13(日)大阪・吹田「千里寺」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　

  Peace Angel -チャリティーコンサート

  ゲスト：わたなべゆう

  Open13:00 Start13:30

  前売1,800円　当日2,000円

  お問い合わせ　e-mail：info@watanabeyu.jp

  TEL：090-8533-6304

  

  11/20(日)愛知・豊川「カフェ・ギャラリー栄知村(えじそん)」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　

  ～わたなべゆうライブ～ アコースティック ギター コンサート at 栄知村

  Open13:00 Start14:00

  料金2,500円(ドリンク・ケーキ付)

  お問い合わせ TEL：0533-88-5110

  

  11/25(金)京都・祇園「JOHNNY ANGEL」　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　

  Finger Picking Knights

  出演：AKI / わたなべゆう / ゆあさまさや

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　TEL：075-551-2234



  後記

  


  今号は予定していたインタビューが私事で延期となってしまったため、有料時代のバックナンバーを掲載させていただきました。

  

  vol.72で取り上げた「LAST TRAP」の二人、小川倫生さんと伊藤賢一さんの単独インタビューです。

  小川さんがvol.3で2012年5月、伊藤さんがvol.14で2012年10月でした。もう4年も前ということに我ながら驚いてしまいます。4年の音楽活動というのは、皆さん大なり小なり変化があると思います。二人の考え方の根本は大きく変わってないようですが、「LAST TRAP」でデュオ活動するなど、二人ともソロ以外の活動が現在は活発になってきています。

  

  今回のバックナンバーはそれぞれのルーツや当時の活動、考え方等、現在と比べてみると面白いと思います。


  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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